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ごあいさつ

犬山市体育協会　会長　加藤武司

犬山市体育協会も、ここに設立５０周年という大きな節目を迎えること
ができました。
これもひとえに先輩諸兄のご指導と、協会会員はもとより市民の皆様のご協力
によるものと感謝いたしております。
また、名誉会長の石田市長をはじめとする行政の方々や、温かくご支援下さる賛助会員の皆様
のおかげであることも忘れてはならないことであります。ここに改めて厚く御礼申し上げます。
さて、こうして半世紀を歩んでまいりました本協会ですが、これまでの歴史を振り返り、来た
るべき未来に思いを馳せますと今まで以上に様々な事業に取り組んでいかなければならないと志
を新たにしております。
近年、「生涯スポーツ」という言葉が表すように、老若男女を問わず幅広い世代でスポーツの愛
好者が増えております。そして地域においては「総合型スポーツクラブ」の設立を目指す取り組
みも活発になってきております。
一方で世界に羽ばたくトップアスリートの育成、競技スポーツだけではなくレクリエーション
スポーツにおいても全国大会に出場するハイレベルの選手の育成など、次世代はどの分野におい
ても活躍できる選手を犬山市から輩出できる体制作りが必要であると思われます。それを実現す
るためにも体育施設・設備の充実、上級指導者の育成、全国・世界でも通用する指導者を招請し
たスポーツ教室の開催、ジュニアスクールの開設など私の夢はとどまることがありません。
その反面、子供たちの間では互いにしのぎを削って競い合う競技スポーツではなく、友好を深
めながら仲間でプレーを楽しむレクリエーションとしてのスポーツをする風潮が増えつつあるよ
うに思います。
一昔前のように監督やコーチにしごかれて泣きながら自らを鍛えたスポーツのあり方が変化し
て、青少年が高齢者と同じ和やかな雰囲気の環境で育っていくように思われます。その是非を今
ここで問うものではありませんが、私たち体育協会は時代の流れをしっかりと把握し、心身共に
健康な犬山市民の生活向上のためには何が大切なのかを見極めることこそが使命であると考えて
おります。またそれを果たすべく今後も努力をしていかなければならないと決意を新たにしてお
ります。
この５０周年を契機に犬山市体育協会もＮＰＯ法人（「Non-Profit Organization（民間非営利団
体）」営利を目的とせず、社会貢献を目的として活動する民間の団体）設立に向け、行政の方々の
ご指導を受けながら研究を重ね、より充実した組織を作っていこうと考えております。今後とも
関係各方面の更なるご支援・ご協力をお願い申し上げます。
最後になりましたが皆様のご健勝とご活躍を心から祈念いたしまして、ご挨拶といたします。
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陳情のお礼と「総合体育館・温水プール
の早期建設」のお願い

犬山市体育協会　理事長　竹中暎和

昭和 29 年、犬山市制と共に犬山市体育協会が誕生しました。
諸先輩先生方のご苦労のもと、50 年の伝統ある歴史を築かれ現在の役員に
引き継いでいただきご同慶のきわみでございます。
スポーツを通して市民の健康作りやその振興をはかりつつ、近隣市との交流を大事にしていき
たいと考えております。今では生涯スポーツを第１の課題として老人社会（高齢化）や少子化の
波の中、ニュースポーツ等を加えながら福祉・医療の補助をしつつ、観光事業の一環として対外
試合等を多く催して泊まりのお客様を増やしたいと思います。そのためにもこの 50 周年を機に市
議会に陳情書を提出できたことは非常に有意義で、学校等を通せばもっと多くの署名があったこ
とと思います。「総合体育館と温水プールの早期建設陳情」にご協力いただきました市民の皆様方
に体育協会理事長として改めて厚くお礼申し上げ、なお一層のご支援を賜りますようお願いする
次第でございます。
これより後は、市長・市議の方々が市民のこの要望をどれほど必要と思われているかを見届け
たい。今後とも、体育協会が市民の健康作りのけん引者であり続けることを期待してやみません。

祝辞

愛知県体育協会　会長　後藤　淳

このたび、犬山市体育協会が設立 50 周年を迎えられたことを心からお祝
い申し上げます。
貴協会は、長年にわたり犬山市におけるスポーツ競技団体を統括し、体育・ス
ポーツの普及・振興と、市民の健康づくり、体力づくりの推進に、大きく寄与されてこられました。
　現在では県下でも有数の団体へと発展を遂げられ、役員の皆様はじめ関係各位の献身的なご尽
力に深く敬意を表する次第であります。
さて、近年の健康意識の高まり、ライフスタイルの変化などに伴い、県民の生活とスポーツの
関わりは一層深まり、スポーツ活動に対するニーズも高度化・多様化しております。
このような中、私ども愛知県体育協会といたしましても、「いつでも、どこでも、誰でも」気軽
にスポーツに親しめる「生涯スポーツ社会」の実現に向け、地域スポーツの振興に引き続き全力
を上げて取り組んでいるところでございます。貴協会におかれましてもより一層のご協力をいた
だきますよう、お願い申し上げます。
おわりに、犬山市体育協会のますますのご発展を心からお祈り申し上げましてお祝いのことば
といたします。


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犬山市のスポーツ文化のために

犬山市長　石田芳弘

犬山市体育協会設立五十周年を心よりおよろこび申し上げます。
犬山市制と軌を一にする体協の歴史をふり返る時、体協関係者の果たして
こられたわが市のスポーツ文化への貢献に深く敬意を表します。
この機会に私なりにわが市のスポーツ文化のあり方を考えてみました。
文化というものの本質は、その地域の風土伝統の上に立脚したものでなければなりません。言
わばオンリーワンの発想こそが、文化の尊厳を支えます。今後も犬山ならではのもの、犬山の豊
かな自然環境を生かしたスポーツを育てていきたいと思います。
一方、グローバルな普遍性を求めることも極めて大切です。オリンピックを中心とする世界に
通用するスポーツ文化、レベルの高い技術を学び、施設を充実し、優秀な選手を育てていくこと
です。
犬山市の為に更に一層のご発展を祈念致します。

“心・技・体”を胸に

犬山市議会議長　前田幸雄

犬山市体育協会設立５０周年、誠におめでとうございます。今を遡るこ
と半世紀前の昭和２９年、戦後の復興の足音が着実に高まる中、物資が乏し
い厳しい環境であるにも拘わらず人々は体育を希求し、当初８団体でスタート
した加盟団体も今や２１を数える団体に逞しく成長されましたことは、誠に嬉しい限りでござい
ます。
さて、社会が豊かになるにつれ、体育の併せ持つ使命も熟度を増し、知育・徳育の基盤となる
本来の姿から高齢化社会に先駆けた次世代への予防医学の体系をも求められる時代となりまし
た。これまでの「競技力向上」に加え、これからは健全な心と優れた技、強靱な体が備わった「心
技体」という、まさに三位一体の在り方が求められていくのではないかと考えます。協会のこれ
までのご労苦に深く感謝しつつ、移りゆく人や時代の最も身近な存在として、これからも私たち
をご指導下さることを心から祈念し挨拶とさせていただきます。
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祝辞

犬山市教育委員会　教育長　瀬見井久

犬山市体育協会が創立５０周年を迎えられたことを心からお祝い申し上
げます。
貴協会は、犬山市制施行の昭和２９年に設立されて以来、スポーツの普及・
振興と市民の体力向上、健康の保持増進に努めてこられました。これもひとえに歴代
役員の方々の献身的なご努力の賜物であると、深く敬意と感謝の意を表すしだいであります。
さて、昨今のスポーツは「いつでも、どこでも、誰でも」という合い言葉のもと、子供から高
齢者まで幅広いスポーツ活動が展開されています。また余暇時間の増大、健康意識の高まりなど
から「生涯スポーツ」への関心はより一層高まっており、競技スポーツに限らず一人一人のニー
ズに応えていく指導者の育成、施設の充実が叫ばれているわけです。
このような社会情勢の中、貴協会は「指導者育成事業」として指導者を計画的に増員する取り
組みや、「総合体育館及び温水プール建設」の署名活動を展開されたことは市民全体を巻き込む活
動であり、犬山市の飛躍の原動力になってくると期待しております。
創立５０周年を契機に、貴協会は青少年の心身の健全な発達のみならず、スポーツを通して市
民の皆さんが世代を超えて交流を深められ、生涯スポーツ「自ら学ぶ」を基本とする豊かなスポー
ツライフの確立に寄与されることを確信しております。
最後になりましたが、犬山市体育協会がますます発展されることを祈念いたしまして、お祝い
のことばといたします。

５０周年を祝して

愛知県議会議員　田中志典

犬山市体育協会の設立５０周年を心よりお祝い申し上げます。市民の競
技、スポーツ等の振興や健康維持のため、体育協会が果たしてこられた役割
は計り知れず、多くの関係者のご努力に敬意と感謝を申し上げます。
さて昨年は、アテネオリンピックも開かれましたが、世界の檜舞台で堂々と活躍する日本の選
手も増え、とても頼もしく思っています。当然のことながら、その陰には毎日の厳しい練習があり、
数秒や数分の勝負に自身のすべてをかけることにロマンを感じます。
頂点に立たなくても一般的には、充分競技を楽しめ、試合に出場できる喜びや幸せを感じるこ
とが大切な気がします。そして、「礼に始まり、礼に終わる」という精神、礼儀や心を重んじ、人
格を鍛えるという極めて日本的な考え方を、どの競技でも活かして欲しいと思います。
我が犬山から、世界に羽ばたく選手が誕生することを願う一方で、競技を楽しむ皆さんの歓喜
がこだますることを祈ってお祝いの言葉と致します。
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スポーツ表彰受賞者一覧表
年　度 愛知県体育協会 四市交歓体育大会 犬山市体育協会

昭和５１年 奥村　二郎
高木　光重

昭和５２年 舟橋　陽一郎
松山　邦夫
※文部省表彰
仙田　藤助

★菊水化学工業 ( 株 ) 野球部
松浦　峰義（陸上）
白石　常善（卓球）
高橋　信行（卓球）
大海　敏成（軟式野球）
後藤　正郎（ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ）
磯野　秀夫（柔道）

昭和５３年 大森　平一（ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ）
後藤　敬治（柔道）
安田　安男（軟式野球）

昭和５４年 ※文部省表彰
小川　　鉱

竹中　暎和（ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ）

昭和５５年 仙田　藤助 ( 市体協理事長 )
舟橋　陽一郎（サッカー）
近藤　　清（軟式野球）

★菊水化学工業 ( 株 ) 野球部
後藤　安正（ｿﾌﾄﾃﾆｽ）
村田　隆行（柔道）
小川　勝一（射撃）
板津　正治（軟式野球）
香ノ木　教司（軟式野球）　
佐橋　昭夫（軟式野球）
登坂　裕明（軟式野球）
斉藤　幸夫（陸上）
間宮　一枝（卓球）
大塚　弘活（卓球）

昭和５６年 奥村　二郎 ( 市体協理事長）
大海　敏成（軟式野球）
後藤　正郎（ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ）

★菊水化学工業 ( 株 ) 野球部
三品　仲道（サッカー）
大澤　輝幸（ｿﾌﾄﾃﾆｽ）
安田　　喬（柔道）
松井　邦康 ( ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ）
佐光　嘉明（軟式野球）
水野　鎮夫（軟式野球）
高田　　章（射撃）
大竹　　清（射撃）

昭和５７年 奥村　久男（市体協副会長）
高木　光重（市体協役員）　
小川　恭二（柔道）

★菊水化学工業 ( 株 ) 野球部
星月　義男（軟式野球）
小川　弘美（軟式野球）
水野　智子（ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ）
宮島　二朗（ｿﾌﾄﾃﾆｽ）
石田　利治（射撃）
小川　慎太郎（柔道）
長岡　　茂（ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ）
寺澤　正久（サッカー）

昭和５８年 後藤　安正（ｿﾌﾄﾃﾆｽ）
勝野　久敏（柔道）
加藤　　隆（剣道）

森　　義隆（ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ）
青山　二三男（サッカー）
藤田　秀勝（柔道）
山田　信宏（ｿﾌﾄﾃﾆｽ）
伊藤　照吉（射撃）
吉田　　豊（射撃）
横井　孝弘（軟式野球）
武藤　　健（剣道）
河村　大作（陸上）
日々野　利輝（陸上）
宮田　智治（陸上）

昭和５９年 本多　逸郎（ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ）
仙田　逸二（軟式野球）
藤原　トミコ（バレー）

寺澤　良平（サッカー）
小林　　武（ｿﾌﾄﾃﾆｽ）
藤木　　隆（軟式野球）
山本　国広（スキー）
鵜飼　茂夫（テニス）
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鹿田　和彦（柔道）
飯田　博司（弓道）
塩田　忠明（射撃）
馬場　幸一（射撃）
服部　宗司（ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ）
九鬼　秀美（テニス）

昭和６０年 後藤　敬治（柔道）
大澤　輝幸（ｿﾌﾄﾃﾆｽ）
鈴木　健夫（剣道）

★菊水化学工業 ( 株 ) 野球部
箱崎　新之助（軟式野球）
鈴木　英明（サッカー）
参木　政彦（柔道）
山本　聖留（弓道）
西垣　　守（ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ）
井戸　正俊（スキー）

昭和６１年 舟橋　陽一郎 斉木　淳一（陸上）
阿諏訪　澄枝（バレー）
水野　智子（ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ）

★犬山南高校弓道部男子
★犬山中学校ソフト女子
宮島　　完（軟式野球）
岩井　　但（柔道）
藤田　正澄（卓球）
青井　節子（卓球）
安藤　万太郎（ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ )
阿諏訪　澄枝（ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ）
山田　憲司（山岳）
板津　英基（山岳）
橋本　辰彦（ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ）
佐藤　安一（射撃）
小川　則行（スキー）
広瀬　勝正（スキー）
持田　　誠（陸上競技）

昭和６２年 奥村　二郎 長岡　　茂（ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ）
鷲見　宏治（テニス）
石田　利治（射撃）

★犬山卓球協会女子
畠山　富士男 ( ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ）
井戸　隆男（軟式野球）
戸上　義三（柔道）
横井　且英（サッカー）
加藤　正博（サッカー）
角田　美智子（テニス）
加藤　千統（山岳）
渡辺　　茂（山岳）
本多　克郎（ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ）
伊藤　博光（スキー）

昭和６３年 仙石　達雄（柔道）
宮島　二朗（ｿﾌﾄﾃﾆｽ）
佐橋　昭夫（軟式野球）

★東洋紡績 ( 株 ) 野球部
澤野　和二 ( ｿﾌﾄﾃﾆｽ）
長瀬　一男（ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ）
佐橋　昭夫（軟式野球）
長谷川　文男（軟式野球）
近藤　れい子（ﾊﾞｽｹﾄﾎﾞｰﾙ）
小川　勝広（卓球）
渡会　由貴夫（卓球）
磯山　　登（山岳）
大津　浩一（柔道）

平成元年 久郷　大完（射撃）
寺澤　正久（サッカー）
竹中　暎和（ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ）

★犬山ＯＢ野球チーム
★犬山軟式庭球男子
川村　　昇（軟式野球）
小川　登志子（卓球）
松田　　博（卓球）
嶋崎　成志（柔道）
小川　博己（射撃）
田中　豊明（ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ）
大嶋　将文（ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ）
石黒　三郎（ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ）
宮地　成幸（サッカー）

平成２年 水野　鎮夫（軟式野球）
本多　克郎 ( ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ）

山田　秀雄（サッカー）
水野　伸子 ( ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ）
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安田　　喬（柔道） 佐合　憲治（卓球）
村田　勝己（卓球）
神谷　　誠（スキー）
鈴木　信義（射撃）
中村　寿男（軟式野球）
水野　三美男（ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ）
高橋　　勲（軟式野球）

平成３年 安藤　万太郎（ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ）
寺澤　良平（サッカー）
田中　豊明（ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ）

加藤　博文（軟式野球）
河尻　満男（射撃）
岡田　和明（サッカー）
山中　正和（テニス）
小川　宏嗣（テニス）
小林　峰子（ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ）
松山　清子（ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ）
小倉　勇治（柔道）
小川　浩史 ( ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ）
中垣　敦雄（ﾊﾞｳﾝﾄﾞﾃﾆｽ）
今井　省三（ﾊﾞｳﾝﾄﾞﾃﾆｽ）

平成４年 鈴木　光雄（市体協副会長）
勝野　久敏（市体協理事）
県体協創立 60 周年記念表彰
松山　邦夫（市体協会長）
奥村　久男（市体協相談役）
奥村　二郎（市体協相談役）

藤田　正澄（卓球）
服部　宗司 ( ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ）
横井　孝広（軟式野球）

板津　裕蔵（射撃）
仙石　金一 ( ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ）
仙田　　豊（柔道）
副田　喜美子（ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ）
鷲見　宏治（テニス）
平井　　至（テニス）
小島　信義（卓球）
和田　　豊（軟式野球）

平成５年 後藤　安正 ( ｿﾌﾄﾃﾆｽ団体長）
藤田　正澄（市体協副会長）
後藤　正郎 ( ﾊﾞｽｹｯﾄ団体長）

嶋崎　成志（柔道）
橋本　辰彦（ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ）
小川　勝広（卓球）

渡辺　佶子（ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ）
中島　順子（ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ）
大沢　昌樹（テニス）
須藤　義明（軟式野球）
山口　ゆり子（ﾊﾞｳﾝﾄﾞﾃﾆｽ）
板津　　賢（柔道）
久郷　大完（射撃）

平成６年 前田　達郎（ｻｯｶｰ団体長）
池田　信之 ( ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ団体長）
本多　克郎 ( ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ団体長）

横井　且英（サッカー）
福田　貴美子 ( ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ）
宮島　　完（軟式野球）

島岡　照夫（ｿﾌﾄﾃﾆｽ）
近藤　五男（軟式野球）
宮脇　りえ子（ﾊﾞｳﾝﾄﾞﾃﾆｽ）
鈴木　　正（ﾊﾞｳﾝﾄﾞﾃﾆｽ）
塩崎　勇喜人（ﾊﾞｳﾝﾄﾞﾃﾆｽ）
鈴木　愛子（ﾊﾞｳﾝﾄﾞﾃﾆｽ）
伊藤　カオル（ﾊﾞｳﾝﾄﾞﾃﾆｽ）

平成７年 伊藤　英男（市体協相談役）
本多　逸郎（市体協相談役）
小林　義雄（陸上競技団体長）

長瀬　一男（ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ）
澤野　和二（ｿﾌﾄﾃﾆｽ）
村田　勝己（卓球）

岡山　正子（ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ）
引地　清一（ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ）
木下　秀男（ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ）
長谷川　仁（テニス）
長瀬　隆生（サッカー）
宮島　京子（ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ）
星月　義男（軟式野球）
竹内　信一（射撃）
今井　省三（ﾊﾞｳﾝﾄﾞﾃﾆｽ）
武藤　博紀（ﾊﾞｳﾝﾄﾞﾃﾆｽ）
水口　幸子（ﾊﾞｳﾝﾄﾞﾃﾆｽ）
橋谷　修身（ﾊﾞｳﾝﾄﾞﾃﾆｽ）

平成８年 阿諏訪　澄枝 ( ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ）
小川　宏嗣（ｿﾌﾄﾃﾆｽ）
伊藤　裕規（市体協相談役）

大竹　　清（射撃）
小林　峰子（ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ）
渡辺　佶子（ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ）

山本　聖留（弓道）
倉知　正人（弓道）
星野　善樹（軟式野球）
水野　　毅（柔道）
奥村　みよ子（ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ）
杉江　正行（テニス）
小川　登志子（卓球）
武藤　素恵美（ﾊﾞｳﾝﾄﾞﾃﾆｽ）
小島　豊光（ﾊﾞｳﾝﾄﾞﾃﾆｽ）
市川　　豊（サッカー）
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平成９年 竹中　暎和（市体協理事）
仙田　逸二（市体協副会長）

熊崎　俊朗（軟式野球）
水野　伸子（ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ）
山下　敏弘（テニス）

藤田　辰男（軟式野球）
長瀬　繁生（サッカー）
柴山　基臣（柔道）
清水　　直（弓道）
江口　　進（弓道）
稲田　詠二（ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ）
岡本　えみ（卓球）
金成　敏弘（ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ）

平成１０年 宮島　　完（体協副理事長）
大竹　　清（体協理事）
鷲見　宏治（体協理事）

鈴木　信義（射撃）
小川　登志子（卓球）
岡田　和明（サッカー）

上田　秋吉（軟式野球）
三宅　一夫（軟式野球）
木津　ブライト（軟式野球）
馬場　英幸（サッカー）
宮澤　　茂（柔道）
奥田　峰男（柔道）
荒木　俊定（テニス）
川合　雪恵（ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ）
安藤　康之（ｿﾌﾄﾃﾆｽ）
水野　克巳（ｿﾌﾄﾃﾆｽ）

平成１１年 服部　宗司（市体協理事）
後藤　敬治（市体協理事）
山本　聖留（市体協理事）
大澤　輝幸（市体協理事）
星月　義男（軟式野球）
水野　鎮夫（軟式野球）
横井　孝弘（軟式野球）
佐橋　昭夫（軟式野球）
橋本　辰彦 ( ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ）
宮島　二朗（ｿﾌﾄﾃﾆｽ）
安田　　喬（柔道）

仙田　　豊（柔道）
星月　義男（軟式野球）
小川　浩史（ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ）

古箭　国重（軟式野球）
佐橋　　昇（ｿﾌﾄﾃﾆｽ）
小倉　武司（サッカー）
弓削　文裕（柔道）
千田　健治（射撃）
小川　加津美（射撃）
高木　茂子（山岳）
林　　和雄（卓球）
山下　敏弘（テニス）
森川　幸子（ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ）

平成１２年 上垣外　勝安（市体協理事）
鈴木　健夫（市体協理事）
坂野　秀生（軟式野球団体長･
　　　　　　　　　　　 体協顧問）
戸上　義三（柔道）
仙田　　豊（柔道）
長瀬　一男（ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ）
山中　正和（テニス）
寺澤　正久（サッカー）
藤原　トミコ（ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ）
澤野　和二（ｿﾌﾄﾃﾆｽ）

安藤　康之（ｿﾌﾄﾃﾆｽ）
山田　秀雄（サッカー）
大島　禄弘（ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ）

松浦　清昭（ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ）
福井　健人（サッカー）
藤原　トミコ（ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ）
浅野　政春（卓球）
神谷　勝利（ｿﾌﾄﾃﾆｽ）
岡嶋　　強（軟式野球）

平成１３年 和田　　豊（軟式野球）
須藤　義明（軟式野球）
安藤　康之（ｿﾌﾄﾃﾆｽ）
小川　浩史（ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ）

戸上　義三（柔道）
小川　博己（射撃）
岡山　正子（ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ）

佐橋　光春　（柔道）
河田　計司　（弓道）
小柳津　光正　（ｿﾌﾄﾃﾆｽ）
松浦　幹宏　（ｻｯｶｰ）
近藤　寛　（ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ）
倉田　勝子　（ﾊﾞｳﾝﾄﾞﾃﾆｽ）

平成１４年 鈴木　信義　（射撃）
小川　博己　（射撃）
寺澤　良平　（サッカー）
近藤　五男　（軟式野球）
高岡　茂次郎（犬山市体育協会）

須藤　義明　（軟式野球）
水谷　ひさ子　（卓球）
仙石　金一　（ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ）

上外外　勝安（ﾊﾞｳﾝﾄﾞﾃﾆｽ）
伊藤　昌弘（ｻｯｶｰ）

平成１５年 星野　善樹（軟式野球）
山田　秀雄（サッカー）
水野　克巳（ソフトテニス）
加藤　武司（犬山市体育協会）
溝口　美智子（市体協理事）
加藤　隆（市体協理事）

長瀬　隆生（野球）
松山　清子（ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ）
水野　克巳（ｿﾌﾄﾃﾆｽ）

保坂　毅（ソフトボール）
笹倉　八郎（ソフトボール）
兼松　康江（弓道）
多和田　聡（ソフトテニス）
大深　直人（ソフトテニス）
横井　尚幸（サッカー）
高田　健太郎（柔道）

平成１６年 藤田辰男（軟式野球）
横井且英（サッカー）

松浦　清昭（ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ）
小川　加津美（射撃）
奥田　峰男（柔道）



賛 助 会 員
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事　業　所　名　・　氏　名

愛知北農業協同組合　犬山市事業本部

愛朋コンクリート株式会社

株式会社　アイトップ

愛知北農業協同組合

株式会社　愛知機工

愛北木材 株式会社

株式会社　青山組

青山建設 株式会社

青山製作所

有限会社　安桜

有限会社　あじか

安達建築　株式会社

株式会社　アトリエシア

株式会社　アルファ日産

安藤クリニック

安藤医院

株式会社　イクサム

池田信之

株式会社　石田鉄工所

総合食料品店　石田屋

有限会社　板津燃料店

株式会社　伊藤土建

株式会社　井戸庄

株式会社　稲葉製作所　犬山工場

犬山ガス　株式会社

犬山写真館

犬山しろひがし商業協同組合

犬山福祉事業協同組合

事　業　所　名　・　氏　名

犬山料理業組合

合資会社　犬山衛生社

株式会社　犬山カンツリー倶楽部

犬山福祉事業協同組合

井上印刷

株式会社　今仙電機製作所

株式会社　今仙技術研究所

株式会社　今商

ウメダ　株式会社

ＨＩＬＬ－ＴＥＣ

エスケー株式会社

江戸っ子

エナジーサポート　株式会社

株式会社　遠藤不動産設計

株式会社　近江屋

株式会社　オオイ

大脇照夫

株式会社　大橋屋商店

大竹産業株式会社

大竹　清

オーモリニッセキ株式会社

大沢合成工業所

有限会社　大野屋

大脇米穀店

株式会社　小川製作所

小川通也設計事務所

小川浩史

合資会社　小川鉄工所

歴代賛助会員一覧表（順不同）
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事　業　所　名　・　氏　名

株式会社　オクムラ　オクムラスポーツ

奥村久男

奥村工業所

有限会社　奥村工業所

尾関作十郎陶苑

スポーツ＆サービス　オフサイド

株式会社　各務原商事

楽田クリーニング

掛札保雄

株式会社　カトージ

金井仏具店

カフェレスト　トミー

河田歯科医院

菊吉運輸　株式会社

キトウ歯科医院

有限会社　キノウ商会

株式会社　木村屋

医療法人　木村内科

料理・割烹 清川

合資会社　共和機械製作所

久保田カヨ子

栗原真一

桑原木材　株式会社

有限会社　ケイ・ティ・エム

株式会社　迎帆楼

ケミカルテック株式会社

小島施設 株式会社

小島鑛三

寿洋菓株式会社

事　業　所　名　・　氏　名

合資会社　寿老飴本舗

後藤陶逸陶苑

有限会社　後藤保険サービス

ごとう歯科

有限会社　後藤産業

後藤安正

株式会社　後藤製作所

小林義雄

近藤隆雄

坂下　松仙

有限会社　酒のはっとり

サントリー株式会社　木曽川工場

株式会社　三新製作所

敷島製パン株式会社　犬山工場

株式会社　島由樹脂

株式会社　島正技研

株式会社　清水屋犬山店

松栄ゴム工業株式会社

白帆スタジオ

株式会社　新栄工業

株式会社　シンエイライフ

有限会社　杉本保険サービス

鈴木歯科

鈴木光雄

セイトク工業 有限会社

株式会社 セイワ

株式会社　成正建装

株式会社　銭高組名古屋支店

有限会社　仙田運動具店
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事　業　所　名　・　氏　名

合資会社　千賀鋳造所

大和印刷 株式会社

株式会社 大幸

大丸建設株式会社

株式会社　大安

株式会社　ダイア

大同メタル工業株式会社　犬山事業所

大和企画　株式会社

高木写真館

高木照京

株式会社　タカコム

高根砕石株式会社

医療法人　竹内整形外科クリニック

竹田製菓株式会社

竹内サイクルセンター

株式会社　田島順三製作所名古屋工場

田中工業株式会社

丹葉電機計測　株式会社

中部魚錠　株式会社

中京研磨　株式会社

ｹｰｷ & ﾊﾟｽﾀ　テネシーホーム

天衣工業 株式会社

東洋紡績株式会社　犬山工場

東航エンジニアリング 株式会社

東洋自慢酒造 株式会社

東洋ファイン 株式会社

東洋航空電子株式会社

有限会社　豊場屋

㈱豊川仲店土産物連合犬山支部ﾚｽﾄﾗﾝきらく

事　業　所　名　・　氏　名

株式会社　ナイトビーム

株式会社　ナイト

内藤タオル店

中村電機工業株式会社　名古屋工場

長瀬一男

合資会社　永津製作所

株式会社　名古屋銀行犬山支店

名古屋鉄道株式会社西部支配人室

成田山　大聖寺

二宮孝治

日本紙工業　株式会社

日本ライン観光旅館連盟

日本ライン観光株式会社

株式会社  ニュータス

株式会社　丹羽由

株式会社　白帝社

合資会社　博文社

有限会社　ハグロ精器

理容　はぐろ

橋本辰彦

長谷川　潤

八剣伝 犬山市役所前店

合資会社　八勝閣

服部宗司

株式会社　林鉄工所

株式会社　林鋳造所

坂野秀生

税理士法人　麋城総合経営事務所

ヒロセ株式会社　名古屋工場
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事　業　所　名　・　氏　名

合資会社　福冨商店

福岳産業株式会社

有限会社　冨士鍍金工業所

有限会社　藤原商店

扶桑自動車株式会社

株式会社　ふそう特印

舟橋 陽一郎

文化出版 株式会社

北斗設備株式会社

堀　正行

本多克郎

前田達郎

勝建設　株式会社

料理旅館　桝屋

医療法人松陽会　松浦病院

松山邦夫

松田設計事務所

松野屋　有限会社

株式会社　松仙商店

有限会社　マルヒロ

株式会社　丸一建商

株式会社　丸正自動車

株式会社　丸富

株式会社　マンツネパッケージ

ミズノ　株式会社　

水谷製作所

水野建設株式会社

水野技研

水野三美夫

事　業　所　名　・　氏　名

溝口塾

美乃又住宅設備　（資）

宮博建設 株式会社

株式会社　宮田建設

合資会社　宮田屋

株式会社　宮岡商店

合資会社　みやこや

村田機械株式会社　犬山事業所

株式会社　名鉄犬山ホテル

株式会社　森土商會

矢崎化工株式会社　犬山工場

安田法務測量事務所

安田電業　株式会社

安田電機工事

山口建鉄 株式会社

山根水道工業 株式会社

ヤングビーナス薬品工業株式会社

株式会社　ＵＦＪ銀行犬山支店

有限会社　横井包装

吉田製粉株式会社

吉恵商店株式会社

吉田千代子

株式会社　ワイジェーエス

若松屋　阡壱

株式会社　ワクタ

株式会社　ワコー車検センター

渡邉達也

渡辺政彦

株式会社　ワタギン
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犬 山 軟 式 野 球 連 盟

 創立とあゆみ

昭和２１年、愛知県軟式野球連盟が結成され、それと同時に当時の丹羽郡に野球の組織が作られた。その

後昭和２９年市制発足と同時に設立された犬山市体育協会の一員として野球部が出来ました。５０年の規約

改正に伴い、軟式野球連盟として加盟、現在に至る。我が連盟も体育協会と同じ５０年の歳月を数えた組織

であることの誇りをもって活動をしています。

 活　動

２９年発足より野球好きの若者がチームを結成し始め、とくに会社のチームがこぞって連盟に加入してき

ました。しかし、バブル崩壊という現象から会社のチームが次々と解散、ややチーム数は減少しましたが、

その後はクラブチームが多く結成された。本当に野球が好きな若者が、同級生、同窓生を中心にチームを作

り連盟に参加してきた。若い人たちのチームはまとまりには欠けるが元気を与えてくれ、若者特有の力が感

じられる。現在５６チームが登録されています。そして、Ａ．Ｂ，Ｃ級と組み分けをしてほとんどの大会はトー

ナメント方式で年間５つの大会を開催しています。木曽川緑地グラウンドを中心に名証グラウンド、そして

事業所のグラウンドをお借りして、３月初めから１２月までの毎日曜日に試合を行っています。以前は会社

チームで強いチームが集まりましたが現在は県大会が平日の試合が多いので参加が出来ませんが、土、日曜

日の大会には参加をしています。尾張地区との交流大会には積極的に参加して親睦も深めています。また、

大会運営に当たり、審判技術には特に力を入れ開催される研修会

には必ず参加して、技術の向上を図り、選手の皆さんが楽し

くプレーできるように公正な審判をするよう努力は怠り

ません。軟式野球を通して互いの親睦と技術の向上を

目指して各チームが一生懸命プレーをしています。
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 中学生、学童

市内４中学校と、学童（小学生）７チームが連盟に登録をして多くの大会を行っています。中学生はクラ

ブ活動の中でのチーム作りで、民間の方々も指導者として適切な指導をいただきレベルアップの向上が期待

されています。一方、学童の部はクラブチームで昭和５４年秋に第１回大会を開催しすでに２６年が経過し

ました。その間指導者の皆さんのご努力により、県大会、東海大会での優勝もでき、犬山の少年野球のレベ

ルが非常に高く評価されています。この上は全国大会の出場をめざして、それぞれのチームが練習に励んで

いる。小学生の選手が中学生になってもより高いレベルの野球が出来ることを期待しています。

 年間スケジュール

一般の部
天皇賜杯軟式野球犬山予選（Ａ級）
高松宮賜杯軟式野球犬山予選（Ｂ，Ｃ級）
市民軟式野球大会（主管）
春季会長杯軟式野球大会
勤労者少年軟式野球大会（主管）
理事長杯軟式野球大会
秋季会長杯軟式野球大会

中 学 生
全日本少年軟式野球犬山予選
中日少年軟式野球犬山予選
県新人中学生軟式野球犬山予選

学 童
全日本学童軟式野球犬山予選
スポーツ少年団軟式野球大会
市民軟式野球大会（学童の部）
中日少年軟式野球大会犬山予選
県学童軟式野球選手権大会犬山予選
中日旗争奪少年軟式野球大会（主催）
県新人学童軟式野球大会犬山予選
秋季会長杯学童軟式野球大会

 役　員

会長・県常任理事・市体育協会副会長 仙田　逸二 副 会 長 星月　義男

理事長・市体育協会副理事長 宮島　　完 審 判 長 星野　善樹

少 年 部 長 和田　　豊 技 術 担 当 古箭　国重

顧 問 大海　敏成　　佐光　嘉明　　小川　弘美　　安田　安男

監 事 水野　鎮夫　　兼松　　潔

理 事 横井　孝弘　　須藤　義明　　近藤　五男　　藤田　辰男　　上田　秋吉　　岡島　　強

野沢　　敏　　松永　英雄　　東　　和美　　木村　敏彦　　上野　　淳　　永井　恵三

五藤　康明　　伊藤　　清　　斉藤　紘宇　　中山　祐二　　宮田　孝秀　　渡辺　淳治
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犬 山 バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 協 会

 平成 16年度 主な年間行事

一般の部

・春季市民大会（４月）

・春季会長杯（４月）

・四市交歓大会（５月）

・秋季市民大会（11月）

・秋季会長杯（11月）

・練習　毎週火 19～ 21（村田機械）

・　〃　毎週土 19～ 21（市体育館）

婦人の部

・春・秋季市民大会

・練習　毎週日 19～ 21（南中）

ジュニアの部

・春・秋季市民大会

・ジュニア大会（県）（９月）

・白帝カップ（８月・３月）

・練習　毎週月 19～ 21（犬中）

ミニの部

・春・秋スポ少大会（犬山）

・春・秋季市民大会

・大垣大会（５月）

・高山カップ（８月）

・サマーフェスティバル（８月）

・尾張大会（県予選）（10月）

・白帝カップ（２月）

・練習　毎週火・金 19～ 21（北小）

35年 43年 49年 52年 56年 57年 58年 59年 60年 平 6・7年 平 15年

会長 後藤正郎 〃 （県議）
林銑二 〃 〃 〃 〃 後藤 〃 竹中 〃

副会長 （村田工場）
大森平一 〃 後藤 〃 〃

理事長 後藤 〃 松井邦康 安藤
万太郎 〃 〃 〃 長岡 三島

顧問 新井晴生
（市邨短大） 〃 〃 〃 〃 〃 〃

体協 竹中暎和 後藤 竹中 鈴木正 竹中 〃 三島 大島 竹中 森田学
小林峰子 竹中

※ 53年６月犬山バスケットボール協会 10周年記念大会を開催

 平成 16年度 役員名簿

会　長　　竹中　暎和

理事長　　三島　嗣與

会　計　　広井　真紀

理　事　　坂井　　忍　　大島　禄弘

　　　　　神谷　勝治　　江原　靖人

　　　　　種広　茂昇　　勝村偉公朗

　　　　　小木曽洋一　　近藤　淳司

　　　　　柴田　硬平　　安藤　幾江
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 あゆみ

犬山市制と共に犬山市体育協会が合併・発足した。当時バスケットボール協会は加盟しておらず、当時は

犬山高校が市近隣の中学校を招待し試合を開催していた。その頃の犬山中学校は県大会出場の常連であり、

実業団の東レ愛知女子などは犬中出身者で占められていた。

昭和 35年には犬中を指導していた後藤正郎先生によ

り、協会設立のための体協理事として竹中暎和

を派遣した。その後 43年２月、犬中ＯＢを

中心に犬山バスケットボール部を結成、同

４月には県のクラブチームにも登録。49

年４月、犬山バスケットボール協会が設立

された。

＜愛知県都市対抗バスケットボール大会＞

１回　昭和 43年（名古屋市）～ 30回　平８年以後不参加

＜愛知実業団バスケットボール連盟＞

昭和 45年加盟（村田キカイ＆部会メンバー）、リーグ戦に参加

50年  22 部から 15部に登格するも昭和 51年、退会する

＜婦人教室＞

昭和 53年７月　楽田ＰＴＡ（杉山佐紀子）

54年４月　婦人教室として指導者（ 後藤、竹中）のもと、勤労青年ホーム体育館で練習する

56年８月　 全国家庭婦人交歓大会第３回（埼玉県上尾市）県代表として出場、１勝３敗。泊まりで

参加。（バスで行く）隣の宿舎が火災で大変でした。

57年　　　 県婦人大会が結成。豊田市にて第１回が催されスリーダイヤ婦人が強力だった。56年、

犬山ＬＢＣ（犬山レディース）とチーム名をする。以後、犬山市内だけで活躍する。

＜ミニバスケットボール＞

昭和 48年　以後、竹中で男子チームを作り県交流会を始める。

51年　三島と長岡 指導者で教室を開催する。

52年　１回県ミニ大会始まる。

60年　９回　〃　（県選手権始まる）

62年　 １回尾張大会始まる。第１回愛知サマーフェスティバル始まる。（愛知県体育館で交流会と

して）平 16年度は 22回県選手権大会

＜犬山リーグ戦＞

昭和 48年 11月　１回～ 55年 11月　８回

　　　　　　プログラム等の冊子を作る広告を募集し、大会運営費と協会費用を捻出する。

＜犬山ミニ大会＞

昭和 54年　１回～ 56 年　３回

＜バスケットボール仲間の集い（みんなの輪）＞

昭和 58年 11月　１回～ 61 年 11月　４回

　　　　　　ミニや父母、婦人、子供、一般の会員相互の連帯を深める親睦ができた。
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犬 山 ソ フ ト テ ニ ス 連 盟

 あゆみ

昭和２９年市制施行と共に「犬山市体協庭球部」を設立。第１回三市交歓体育大会に参加。それ以来昭和

３１年尾北地区大会、昭和３２年尾張地区大会、昭和３３年尾北地区大会に参加好成績を挙げました。一方

女子もニチ紡犬山の選手を中心に、東海地区大会を始め、西日本、全日本大会に参加上位入賞を果たしまし

た。その間、中学生大会、テニス教室等開催し、普及に務めて来ました。昭和４０年代には、四市交歓体育

大会においては、男女共に優勝と輝しい成績をおさめて来ました。昭和５０年～昭和６０年代特に昭和６１

年～昭和６３年は、連続３年間の優勝と犬山市が全盛を誇った時代です。

 主な年間行事

・春季中学生大会（４月）

・秋季中学生大会（10月）

・春季市民大会（４月）

・秋季市民大会（10月）

・四市交歓体育大会（５月）

・会長杯争奪戦（12月）

市民大会　入賞者
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平成に入り、転勤・転居により主力選

手が分散、加え選手の高齢化にともない

選手が激減し、四市交歓体育大会に参加

する選手の確保に苦慮したこともあり

ましたが、残留選手の皆さんの努力によ

り、四市交歓体育大会・ソフトテニス連

盟会長杯大会・犬山市民大会等の参加を

積極的に呼びかけ、選手の方々の士気を

高め復活を図ってまいりました。

犬山市には、充分練習できるクレーコートがなく、

犬山高校のコートを借りて練習に励み、四市交歓体育

大会では優勝する等、好成績を挙げてまいりました。

最近は、関西電力さんのコートを借りて練習をおこ

なっておりますが、幸い３～４名の若い選手も加わり

活発な練習が行われています。他に日の出住宅のコー

トでは、住宅内のテニス愛好者が毎週日曜日に集まり

熱心に練習を行っています。先述したように、クレー

コートがなく、ソフトテニス発展を期するためにも

犬山市の絶大なるご尽力により近い将来立派なクレー

コートが出来ると信ずるものであります。

 役員名簿

会　　長　　澤野　和二

副 会 長　　宮島　二朗

会 　 計　　小柳津光正

理　　事　　水野　克巳　　大深　直人　　佐橋　　昇　　多和田　聡

体協理事　　澤野　和二

市民大会　風景

日の出住宅の皆さん
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犬 山 陸 上 競 技 協 会

犬山国際友好シテイ―マラソンと犬山陸協
犬山陸上競技協会　会長　小林　義雄

犬山から柴田恭志、松浦峰義、斉木淳一、吉田鋭夫氏らを始めとして全国的に活躍された幾多のアスリー

トが輩出され、今日の陸協の中枢メンバーとしてご活躍を頂いております。最近ではアテネの切符を逃して

しまいましたが、２年続けて全日本チャンピオンとなった笹野浩司選手が出ました。残念ながら、昨今のス

ポーツの多様化により、走る、跳ぶ、投げるということの魅力が薄れ、とうとう犬山中学から陸上部が消滅

するという状況となりました。その反面、健康と生涯スポーツが強調される時代の到来で健康マラソン、フ

ルマラソンブームが訪れ今日の市民マラソン隆盛期となりました。そのような時代の趨勢に対応するために

犬山シテイーマラソンが誕生しました。会長としての私の活動はまさに犬山シテイーマラソンとともに歩ん

できましたので、本稿では主としてシテイーマラソンの誕生、発展について触れることにします。

 手作りの犬山シテイーマラソン誕生

市民の健康づくりの啓蒙に対応することにとどまらず、寒い犬山の冬にも躍動感のあるスポーツ祭典を起

こそうではないかという声が持ち上がり、犬山市街地をコースにする市民マラソン大会を立案したのが２０

数年前のことでした。残念ながら、そのような大掛かりな計画は犬山市当局、教育委員会、体協の賛同が得

られず、そこで中日新聞社にお願いし共催の形でとにかくやってみようということになりました。

しかし、実行に移すには幾多の課題を超えなければなりませんでした。その時多大なお骨折りをいただい

たのが犬山ロータリークラブでした。さらに地元の個人企業の皆さんからは広告などでのご協賛ご支援を頂

戴することができ、それが今日まで続いております。また、申し込み受付には末広町の数人の主婦から無償

の労が提供されました。ポスターの図案も美術学校の学生さんであった方から無償で作っていただきまし

た。運営面では、陸協メンバーだけではとうてい不可能でしたので、犬山ソフトボール協会の仕事に携わっ

ておられた元中日ドラゴンズの名選手、本多逸郎氏にお願いして大勢のお手伝いを頂くことができ、併せて

犬山ライオンズクラブと犬山ＪＣの二つの団体からも暖かいご支援を頂くことになりました。

ここに市民の手作による大会が“冬の犬山健康フェステイバル”「犬山シテイーマラソン」として誕生し

たのです。それは 1983 年１月 30日でした。その第１回大会には 7000 名を超える市民ランナーの参加が

得られ、まさに冬の犬山祭りの体裁が整ったように思えました。関係者の誰もが想像したことのない参加人

員に仰天し、大会成功に感動しました。ご支援いただいた方々への感謝の気持ちはいまだ失っておりません。

民のパワーが起こした大会は近隣の多くの市関係者の関心を惹起させたようで、大会の企画運営等を尋ねる

ために幾多の市の関係者が犬山市を訪れました。その後、近隣に続々とシテイーマラソンが各地で誕生する

誘引になったものと喜んでおります。第三回大会から犬山市が主催者としてお入りいただくことができ、大

会の質が一層高められ、運営もよりスムーズになり、多くの市民の方々に喜んでいただいております。当時

は、陸上競技の上部団体の姿勢は「陸協」と名がつく団体は一般市民を対象に大会を開いてはならないとい

うものでした。いろいろ軋轢もありましたが、陸協役員の皆さん全員が市民への奉仕の信念を貫いていただ

きましたことが今日の２３回大会が存続することになっているわけです。とにもかくにも、犬山シテイーマ

ラソンがパイオニア的な役割を果たすことになったことに大きな誇りを感じております。
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 犬山国際友好シテイーマラソンとして

石田芳弘現犬山市長が市長として就任された直後に、私は市長室に呼ばれ、犬山シテイーマラソンとアメ

リカのどこかの市民マラソンとの交流を図ることの要請を受けました。それまで委員会で国際化の話題がく

すぶっていた折でもありましたので、その実現は一気に加速され、米カリフォルニア州デービス市の市民マ

ラソンとの交流が 1997 年に誕生しました。それまでに他の多くの大会が行っているような勝者に褒美とし

て外国の著名な大会に切符を与えるという形式を避けて、市民が相互に訪問し交流を深めるという形式を選

択しました。犬山と同様デービスも、派遣ランナーは参加市民の中から抽選で選ぶ選抜形式をとっています。

ランニング交流は 2001 年に姉妹都市締結に大きな役割を演じることとなりました。さらに、デービス派

遣ランナーが中心となって創られた FOD(Friends OF Davis) と犬山リトルリーグ協会の共催で、市制５０

周年記念事業として犬山―デービス少年野球交流が 2004 年８月に開催されました。これは日米リトルリー

グ交歓ゲームとして日本で最初の大会となったようです。デービスから大挙４５名の市民の訪問を受けまし

た。このように、犬山国際友好シテイーマラソンは両市民間の友好交流の発展に少なからず影響を果たして

いるものと言えそうです。

 第一回犬山市民、マラソン選手権と今後の犬山陸協の活動

市制５０周年記念を祝う２３回大会には犬山市体育協会のご支援を受けて、さらに新しい試みが紹介され

ます。それは犬山市民を対象とするマラソン選手権です。年齢階層別、性別にシテイーマラソン５kmまた

は 10kmに参加された市民からチャンピオンをきめます。ねらいは市民の参加を鼓舞することであり、願わ

くば全国的に活躍する長距離ランナーの誕生を期待することでもあります。

子どもたちのかけっこ離れは全国的な傾向のようです。しかし、走る、跳ぶ、投げるという動作は人間の

本能的な動作であり、スポーツの基本でもあります。球技スポーツの地域クラブ化はすっかり定着している

ようですが、陸上競技のような走ることが中心となるスポーツはなかなかうまく進まないのが実態です。し

かし、発育期にある若者の健全な成長に役立ち、能力を引き出すことに支援することはきわめて重要です。

犬山陸協ではこのことについてどのような方向付けができるのか早急に検討してみたいと考えます。かつて

活躍された方々のご支援をお借りしながら、さしあたって、『かけっこクラブ』とでもいうようなごくイン

フォーマルなクラブから将来の陸上競技界に活躍する子どもの育成ができないものかを考えてみたいと思い

ます。

 組　織

１　総務部　　２　競技部　　３　広報部　　４　国際交流部

会　　長　　小林　義雄

副 会 長　　佐橋　好春　　松浦　峰義

理 事 長　　斉木　淳一

副理事長　　吉田　鋭夫

理 事　　 米沢　邦弘　　伊藤　勝則　　大藪　佳輝　　柴田　恭志　　岡部　雄次　　 

鈴木　　正　　早川　守人　　酒井　　努　　大沢　隆二　　中村　達司　　 

中村　浩三　　上原　敬正
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犬 山 剣 道 連 盟

 あゆみ

昭和 28年犬山剣友会として発足、戦前、学生、一般

社会人で剣道を経験のある方、そして子どもたちが多数

一同に集まり、犬山市役所の屋上にて稽古会が再開され

ました。

その後、稽古会場を犬山南小学校、犬山市体育館に移

転しながら、昭和 58年には犬山市武道館が落成し、現

在に至るまで稽古の拠点としています。

また、昭和 40年代の後半には、犬山地区の他に楽田

地区（稽古会場は、楽田小学校）での活動も始まってお

ります。この間の昭和 48年には、組織の見直しを行い、

名称も現在のものに改められました。

昭和 62年には、犬山市から依頼を受けて、「犬山城築

城 450 年祭記念　東海四県選抜少年剣道大会」を財団

法人愛知県剣道連盟と犬山城築城 450 年祭実行委員会の共催で、尾張地区剣道連盟と犬山市剣道連盟の主

管で開催しました。

平成 8年、春の犬山祭前に開催される「犬山お城まつり」に協賛し、継続開催していた「白帝杯争奪剣道

大会」の規模の拡大を図り、「犬山お城まつり　第 1回犬山白帝杯少年剣道交流大会」を開催しました。こ

の大会から、尾張地区の全地区が参加する大会となり、以後、毎年開催し、平成 16年には第 9回大会を開

催しております。
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 活動内容

犬山市武道館では火曜日と金曜日に、楽田小学校では月曜日と木曜日の夜に年間を通じて、稽古をしてお

ります。稽古の前半は少年少女を中心に、後半は中学生以上から一般が汗を流しています。稽古の他には、

各種の少年剣道大会や一般の大会に参加するとともに、少年を対象とした昇級審査を年 2回開催しておりま

す。また、一般も愛知県や全国で行われる昇段審査に挑戦しています。

 主な年間行事

・新年稽古始会

・ライオンズクラブ杯少年剣道大会

・犬山白帝杯少年剣道交流大会

・少年剣道月例大会

 役員名簿

会 　 長 加藤　　隆

副 会 長 大海　勝則　　武藤　　健

事務局長 鈴木　健夫
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犬 山 サ ッ カ ー 協 会

 あゆみ

２００２年にＷ杯日本開催というビッグ

イベントがありました。その影響もあって、

サッカー人口は増えています。犬山サッカー

協会にも、小学生からシニアまで多数の会

員が活動しています。サッカー好きが集っ

た当協会は、手作りの運営をモットーにし

ています。また、Ｊリーグ誕生に伴って日

本サッカー協会は、公認指導者の養成に力

を入れ始めました。私達も「地域で子供を

育てる」を目標に掲げ平成７年度に少年部

を発足し、普及・育成を目指して活動をし

ています。

 活動内容

◇運営部

１ｓｔ・２ｎｄリーグ始め各種大会を開催しています。現在は１９チームが加盟しています。１部８チー

ム・２部１１チームに分かれてリーグ戦を行っています。ここ数年、少年部を育っていった子供達がチーム

を作り協会に加盟して、活性化しています。将来は、彼らが中心となって運営が出来ることを願っています。

近隣の市町と交流を図っています。毎年７月から８月にかけて岩倉市・江南市・扶桑町と共催で尾北ク

ラブカップを開催しています。平成１５年度から西尾張スポーツレクリエーション大会を名証グラウンド

で開催しています。（３年間の予定）また、４０才以上のシニアチームが参加して市民大会を春と秋行っ

ています。

◇審判部

各種大会に審判を動員しています。新規の４級審判認定講習会を開催したり、勉強会を開催して３級審

判員・４級審判員のレベルアップを図りながら行っています。

◇少年部

小中一貫指導を目指しています。毎週火・木曜日（ナイター）と毎月第２・４土曜日を練習日としてい

ます。今ではＵ－１０・１１・１２・１３・１４・１５・ガールズとカテゴリーに分れて行っています。

指導員は全員が日本サッカー協会公認Ｃ級指導員を取得しています。また夏には、富山・清水など積極的

に遠征に出かけ心身ともに鍛えています。

市内４中学校の部活動には協会のスタッフが外部コーチとして、顧問の先生方と協力して活動していま

す。毎年協会会長杯を学年別で開催しています。

小学生は以前では、高学年だけの活動が主でしたが、今では１年生からサッカーに親しめる環境が徐々

に整いつつあると思います。今年度からは市内全団（６団）参加しての月１回のペースで合同練習会を行っ

ています。これからは、キッズ（Ｕ－６）・ガールズ・ユース（高校生年代）と手がけなければならない

事があります。背伸びしないで一歩一歩前に向かって歩きたいと思っています。



656565

 主な年間行事

（一般）
・春季市民大会（４月～５月）
・１ｓｔリーグ（５月～９月）
・尾北クラブカップ（７月～８月）
・秋季市民大会（９月～１０月）
・２ｎｄリーグ（１１月～２月）
・会長杯（３月）

（少年部）
・春季スポーツ少年団大会（６月）
・コパ犬山学年別大会（７月）
・ ＩＦＬ大会（１０月～１２月）
（犬山フットボールリーグ）
・ 犬山ジュニアユースカップ（１０月）
（静岡県・長野県・兵庫県・神奈川県より参加）
・秋季スポーツ少年団大会（１１月）
・ 犬山クラブ招待ジュニア大会（１１月）
（立山町・長野県より参加）
・会長杯中学生の部（１，２月）

（遠征）
・雷鳥カップ〔小学生〕（８月立山）
・全国少年少女草カップ〔小学生〕（８月清水）
・清水ＦＣ杯〔中学生〕（８月清水）
・エスパルスカップ〔中学生〕（１２月清水）

本年度は５０周年記念事業として２４時間マラソ
ンサッカーを犬山東部中学校をお借りして行いまし
た。小学生から中学生、ガールズ、一般、シニア（パ
パさん）と約９００名が参加しました。

 『役員名簿』
協会役員 少年部役員

会　長
寺澤　良平

理事長
寺澤　正久

副理事長
横井　且英
山田　秀雄

庶務・会計
横井　且英

理　事
市川　　豊
伊藤　昌弘
横井　尚幸
野川　昌宏

監　査
河村　和紀
伊尾木美樹

審判部長
山田　秀雄

審判副部長
伊藤　昌弘

運営委員長
野川　昌宏

運営副委員長
横井　尚幸

部　長
岡田　和明

副部長
秋吉　兼文

副部長（兼事務局長）
市川　　豊

総務委員長
馬場　英幸

総務副委員長
斉木　　修
松田　　聡
近藤　龍也

競技委員長
山田　秀雄

競技副委員長
福井　健人
森藤　剛正

技術・指導委員長
松浦　幹宏

（副）　　小倉　武司
（〃）　　宮地　成幸
体育協会理事

市川　　豊
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犬 山 柔 道 会

 柔道の歴史と基本原理

嘉納治五郎師範が創始した講道館柔道は、

１７９流もの柔術流派がある中で、投技を中心に

稽古を行っていた起倒流と、抑込技・関節技・当

身技を中心に稽古を行っていた天神真楊流の２流

をもとに集大成されたものであり、従来の「形」

を中心にした稽古の方法から発展させて、乱取り

を中心にした稽古の方法を採用し大きな成果を上

げることとなった。講道館柔道は、明治１５年５

月東京下谷の北稲荷町の永昌寺においてそのうぶ

声をあげた。

また、嘉納師範は「柔道は心身の力を最も有効に使用する道である。その修行は攻撃防御の練習によって

身体精神を鍛錬修養し、斯道の神髄を体得することである。そうしてこれによって己を完成し、世を補益す

ることが究極の目的である。」と柔道の基本原理を説かれた。これを要約して精力善用・自他共栄という。

 犬山柔道会の活動内容と方針

犬山柔道会では月曜日と金曜日の週２回午後７時

から午後８時３０分（少年部）、午後７時から午後９

時（一般）まで稽古している。

稽古内容は補強練習、打込、投込、寝技乱取、立

技乱取を主に行い、小学生、中学生、高校、一般が、

限られた時間の稽古のなかで、「精力善用」「自他共

栄」の道を学び、内に礼の精神を深め、外に礼法を

正しく守ることの精神を持ち稽古に励んでいる。

犬山柔道会の稽古に参加しているものの多くは、

中学や高校、一般の選手として活躍している。また、少年部から続けてきて指導者として活躍している者も

いる。

このように大勢の方が稽古に参加しているので、小学生や中学生などへの指導も行き届いている。

今後も、柔道の普及・発展のためにも、各大会での優勝を目標とし、指導者の育成にも力を入れていきたい。
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 年間行事

春季市民柔道大会（４月）

四市交歓体育大会柔道競技（５月）

尾西尾北地区少年柔道大会（５月）

名古屋地区少年柔道大会（５月）

尾西尾北地区段別柔道選手権大会（６月）

高山・犬山柔道会親睦柔道大会（７月）

愛知スポーツ・レクリエーションフェスティバル（９月）

秋季市民柔道大会（１０月）

鏡開式（１月）

 役員

犬山柔道会役員

会　長　　　小川　　薫

副会長　　　小川　雅弘

事務局長　　小川さとみ

事務局次長　澤田　和宏

会　計　　　柴山　基臣

少年部保護者会役員

会　長　　　浅井　純子

副会長　　　中村　恵子

会　計　　　堀田　悦子
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犬 山 弓 道 協 会

 あゆみ

慶応３年の旧犬山城郭之図（犬山市史）において

当時の敬道館の裏手（現在の丸の内）と士族屋敷及

組長屋（現在の名栗町）あたりに矢場の文字が見え

る。明治になり旧犬山藩士を中心に弓術の心得など

を紹介した資料が残されている。戦後名古屋から富

岡に住まいを移された田中茂氏により武徳会の弓道

を普及され多くの弟子が教わったと聞く。城下町で

は坪内富永氏の個人道場や、各町内に多数の個人道

場があり後に「犬山大弓会」が発足する。当時弓道

が格式高い社交の場として位置づけられていたもよ

うである。

昭和２９年市制施行に伴って設立された犬山市体育協会に「弓道部」として加盟、同年１１月初めて市民

弓道大会を開催。昭和３３年県立犬山高校弓道部設立、犬山大弓会より講師を派遣。初めて青少年に弓道部

が紹介された翌年針綱神社内にあった道場を犬山高校に移築寄贈された。この道場は昭和６１年に新築され

るまで、犬山高校弓道部他多くの行事開催など市の弓道普及発展の拠点として活用された。が各種行事を開

催するにも市民弓道場がなく支障をきたしていたため昭和５５年より弓道、剣道、柔道の三武道団体で武道

館及び弓道場建設運動を展開、昭和５７年１２月市営弓道場竣工の運びとなった。

昭和５８年１月新年射会、同年４月道場開きを兼ね春季市民弓道大会開催、５月第１回弓道教室開催、翌

年その受講生で犬山桜弓会を組織。昭和４９年犬山高校弓道部ＯＢが弓友会を設立、昭和６０年犬山南高校

弓道部ＯＢが紀昌会を設立。

 活動の内容

現在の犬山弓道協会の活動は、下部組織に「桜弓会」「かすみ倶楽部」「名経弓道部」近隣の高校生弓道部

があり、一般会員６４名、学生準会員２１名、高校生１１８名で構成されております。それぞれに月例射会

と言って毎月射会が開かれ、競技力、技術力向上を図っています。が立場に寄り練習日、時間が異なります

ので年に四回は全協会員が参加する、春と秋の市民射会、会長杯、新年射会にて会員相互のコミュニケーショ

ンをとっています。また県大会、県下西部地区大会、エリア大会等に選手を派遣し、最近は良い成績を収め

るようになり、昇段審査にて高段者も増えつつあります。

また新入会員の募集には年二回初心者弓道教室を開き春の土曜日夜と、秋の火曜日午前中各１２回程度行

なわれており会員は増加しつつありますが、全国的な傾向で女性の進出が著しく、犬山でも女性会員が男性

より多くなっています。学生時代弓道を経験した人、生涯教育として余暇のある男性の参加を待ち望んでい

る今日この頃です。
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 主な年間行事

春季市民弓道大会（一般・学生）４月

初心者弓道教室（一般のみ）５月～７月
会長杯（ 一般）５月
白帝杯（近隣５校高校生）８月
女性初心者弓道教室（女性）９月～１１月
秋季市民弓道大会 （一般・学生）９月
納射会（１２月）
新年射会（ 一般）１月
毎月第三土曜日夜に、月例射会を行う。

 主な関連大会行事

全日本弓道大会（京都）５月

県下弓道選手権大会兼全日本弓道選手権大会予選（県武）５月
ねんりん弓道大会　５月
県下西部地区西尾張エリア弓道大会　５月
県下西部地区大会兼国体予選　７月
県下弓道遠的選手権大会兼全日本遠的選手権大会予選　７月
中日本弓道近的選手権大会　９月
スポレク西尾張地区大会　９月
東海三県弓道大会　９月
中日本弓道遠的選手権大会　９月
スポレク県大会　１０月
全日本弓道選手権大会（東京）９月
県下西部地区西尾張エリア弓道大会　１１月
県下西部地区新年射会　１月
県下西部地区弓道大会　２月

 役員名簿

相談役　　高木　光重
顧　問　　清水　　直
会　長　　倉知　正人
副会長　　兼松　康江　安田　秀樹
会　計　　佐藤　尚美
理事長　　河田　計司
理　事　　小山　富生　岡崎日出季
　　　　　福田　俊弘　川添　隆裕
監　査　　山本　聖留
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犬 山 射 撃 協 会 （ ク レ ー 射 撃 ）

昭和４５年に射撃クラブとして犬山市体育協会に入会し、昭和５２年４月犬山射撃協会として発展してき

た。

クレー射撃に於ける国際ルール（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｐｏｒｔｓ　Ｓｈｏｏｔｉｎｇ　Ｆｅ

ｄｅｒａｔｉｏｎ以下ＩＳＳＦ）では、トラップ競技、スキート競技及びダブルトラップ競技の３種目があ

る。日本クレー射撃協会等が開催する公式大会は３種目とも行われていますが、国民体育大会においては、

現在トラップ競技とスキート競技の２種目のみです。

ＩＳＳＦのルールとは別に国内にジャパンルールやフィールドルールがあります。このルールは特にク

レーの飛距離や速度を下げるなどのセットにして、クレーをねらう時間に余裕をもって射撃が出来ることが

特徴です。銃砲メーカー主催の大会や猟友会などで主催する大会でよく採用されています。

クレー射撃の特徴として、ダイナミック（音、反動の体感）, 緊張感、集中力、爽快感、老若男女と幅広

く楽しめるスポーツです。

大会として、オリンピック、ワールドカップ、世界選手権、アジア大陸選手権、全日本選手権、国民体育大会、

ミニ国体（ブロック大会）、日本クレー射撃協会主催の本部公式大会及び、各県クレー射撃協会主催の公式

大会、各市クレー射撃協会主催の市民大会、その他クラブ大会（インフォーマルグループ）、猟友会等
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 主な年間行事

春季市民大会（トラップ競技・スキート競技）

四市交歓クレー射撃大会（トラップ競技・スキート競技）

尾張地区射撃協会連合会射撃大会（トラップ競技・スキート競技）

秋季市民大会（トラップ競技・スキート競技）

愛知県民クレー射撃大会 （トラップ競技・スキート競技）

 役員名簿　平成１６年度

顧 　 問　　高田　　章
会 　 長　　久郷　大完
副 会 長　　大竹　　清　　宇都　正亜
理事・会計　　小川　博己
理 　 事　　 石田　利治　　河尻　満男　　宇都　　洋　　千田　健治　　古田　　豊　

丸山　裕泰　　佐藤　安一
監 　 事　　小川加津美
監 　 事　　板津　裕蔵

愛知県公安委員会指定
クレー射撃指導員
　　大竹　　清　　石田　利治　　小川　博己
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犬 山 ス キ ー 連 盟

 あゆみ

スキー連盟の歴史は古く、昭和２４年に現仙田スポーツ

店が同好会員を募ってスキーツアーが行われたのが始ま

りとなりました。

本連盟は、昭和２９年の体育協会設立と同時にスキー

協会として発足し、昭和５１年には犬山市体育協会の

組織改編によりスキー部から犬山スキー連盟となり、

規約も新たにして現在に至っています。

 活動内容

本連盟は、前身であるスキー協会、体育協会スキー部の時代から奥村久男前会長をはじめ諸先輩方の情熱

と努力により、当時ではあまり普及していなかったスキーというスポーツが市民に根をおろしてきました。

その後、国民的ブームとなった時代もありましたが、現在ではスノーボードを始め様々なウィンタースポー

ツの普及もあり、スキー愛好者も減少傾向で推移しています。

現在、本連盟では毎年１２月の「市民スキーツアー・スキー教室」に始まり、２月の「四市交歓スキー競

技大会」まで冬季の短い期間に積極的な活動を行っています。

昭和３０年に第１回の大会が開かれて以来毎年開催されてきた「市民スキー大会」は、主管事業として

５０年に近い歴史を誇っています。しかし、近年のスキー人口の減少傾向とともに大会参加者が固定化した

り数少なくなってきており、誰もが楽しみながら大会への参加意欲がでるような運営や開催方法の見直しが

必要となっています。

連盟発足の翌年から主催事業として盛況を続けてきた「ジュニアスキー教室」も参加者が減り続け、子供

だけを対象とした教室は開催できなくなりました。今後はスキー教室のあり方を模索しながら何とか復活で

きるよう努力していきたいと思っています。

このほか、連盟独自の活動として、毎年スキー大会の直前に希望者を募って「ポール・レッスン」を開催

しており競技スキーの普及と技術の習得、向上に努めています。

毎年２月の第３日曜日に開催されています「四市交歓スキー競技大会」は、昭和６３年に各市のスキー競

技団体が共催して大会を開催して来ましたが、平成５年からは四市交歓体育大会冬季競技として開催される

ようになり、四市の親善とアマチュアスポーツの普及を目的として、盛大に開催されるようになりました。

以上、先ほども述べましたように、本連盟では短い冬の間ではありますが役員一同精一杯の努力をしなが

ら活動を続けています。今後は、スキーは安全で楽しい生涯スポーツとして理解され一人でも多くの市民の

方に本連盟事業に参加していただき、スキー技術の向上に役立てていただくとともに、スキー指導者の育成

に努めたいと思っています。
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 主な年間行事

・市民スキーツアー・スキー教室　（１２月）

・ポール・レッスン　（１月第２日曜日）

・市民スキー大会　（１月第３日曜日）

・四市交歓スキー競技大会　（２月第３日曜日）

 役員名簿

会　　長　　井戸　正俊

副 会 長　　高木　金彦

理 事 長　　神谷　　誠

副理事長　　伊藤　博光　　中村　浩三

体協理事　　青木　隆則

会　　計　　宮島　照美

監　　事　　北沢　和美
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犬 山 バ ド ミ ン ト ン 協 会

 協会の沿革

昭和 48年２月： 市においてバトミントン教室が開催され、そのうち約５０人の家庭婦人がクラブを結成

昭和 50年４月： 市民大会等の開催とともに男子の参加が増加

昭和 51年 10月： 市体協の規約改正に伴い「犬山バドミントン同好会」から「犬山バドミントン協会」を設立

昭和 53年４月： 市体協へ加盟　会長／石田春雄　理事長／倉田好夫

昭和 53年６月： 役員改選　会長／石田春雄　理事長／倉田好夫

昭和 63年６月： 役員改選　会長／石田春雄　理事長／吉村昌弘　体協評議員／吉村昌弘

平成２年６月： 役員改選　会長／宮島浩二　理事長／吉村昌弘　体協評議員／吉村昌弘

平成４年６月： 役員改選　会長／宮島浩二　理事長／吉村昌弘　体協評議員／溝口美智子

平成６年６月： 役員改選　会長／宮島浩二　理事長／納堂基宏　体協理事／溝口美智子

平成 16年６月： 役員改選　会長 /宮島浩二　理事長／納堂基宏　体協理事／溝口美智子

 活動内容

犬山バドミントン協会は、発足して３０年になりますが、人数の

比較的少ない団体であり、現在は約８０人位です。会員は市

内それぞれの地区で活動していますが、その中心になっ

ているのは犬山市体育館で活動している家庭婦人ク

ラブです。その他羽黒クラブ、羽黒サンデークラブ

などがいろいろな施設で活動しています。平成１１

年初心者講習会、平成１２年バドミントン教室を開

催、現在協会の中心層として協会主催行事にも積極

的に参加。また近年は、国際色豊かになり、インドネ

シア、中国、ブラジルの選手も参加、小中学生大会に出場

の選手たちもレベルが年々高くなり、東海大会、全国大会へと羽

ばたく日も近いと確信し、協会全体で応援しています。

 主な年間行事

・ 協会主催の大会　

混合ダブルス、家族、ミックスチーム、小中学生、
新人戦、ＩＢＡ杯争奪戦（シングル・ダブルスの部）

・ 市主催の大会　

春・秋市民バドミントン大会　四市交歓体育大会

・ 主な他の大会　

北尾張連合協会バドミントン大会（７月・３月）
西尾張地区レディース大会（春・秋）
愛知県レディース大会（１０月）
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 ＩＢＡ杯争奪バドミントン大会優勝者（ダブルスの部）

第１回 昭和 52年２月 男子　倉田・塚本組 女子　宮川・山本組
第２回 昭和 52年 11月 男子　倉田・塚本組 女子　村田・増田組
第３回 昭和 53年 11月 男子　倉田・塚本組 女子　宮川・山本組
第６回 昭和 56年 11月 男子　林・吉村組 女子　佐藤・有田組
第８回 昭和 58年 11月 男子　江口・林組 女子　溝口・小川組
第 10回 昭和 60年 11月 男子　納堂・林組 女子　渡辺・大池組
第 13回 昭和 63年 11月 男子　納堂・小崎組 女子 １部　渡辺・宮島組

２部　中村・増田組
第 18回 平成５年 11月 男子　西出・藤澤組 女子 １部　藤澤・熊井組

２部　内藤・溝口組
第 22回 平成９年 11月 男子　納堂・藤澤組 女子 １部　藤澤・大藪組

２部　今仁・宇田川組
第 25回 平成 12年 11月 男子 １部　西出・森組 女子１部　藤澤・大藪組

２部　西川・小山組  ２部　稲越・丸山組
第 27回 平成 14年 11月 男子　納堂・小山組 女子 １部　矢木野・片岡組

２部　加藤・川西組
第 28回 平成 15年 11月 男子　矢木野・大澤組 女子 １部　渡辺・今仁組

２部　内藤・溝口組
第 29回 平成 16年 11月 男子 １部　林・新海組 女子１部　藤澤・大藪組

２部　納堂・リザルディ  ２部　加藤・梶田組

 平成１６年度役員

会 長　　宮島　浩二
理 事 長　　納堂　基宏
理 事　　溝口美智子　　藤澤真木夫
　 　　内藤　和美　　佐藤　晶子
　 　　梶田　好子

体協理事　　溝口美智子
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犬 山 山 岳 会
 あゆみ

昭和 49年 (1974) に「犬山にも山岳会を･･･」と準備

昭和 50年 (1975)4 月に設立総会、活動開始

昭和 52年、第 1回市民登山「御岳」を実施

「市民体力つくり 100 ｷﾛ歩こう会」など

平成 16年、第 28回市民登山「尾瀬」

春「湖東三山」、秋「釈迦ヶ岳」を企画

＊ １年を通じて、登山と下山後の温泉を楽しみに活動してい

ます。

＊ 愛知県山岳連盟に加盟、平成 6年 (1994)「わかしゃち国

体」の運営に協力しました。

 活動内容

市民ハイキング・市民登山

1.　春、秋の日帰り市民登山・ハイキング

2.　市民登山の実施

3.　それぞれの下見山行

 例会山行

1.　月２回程度の例会山行

2.　訓練山行　　雪上訓練、岩登り訓練

3.　教育　　　　読図山行、気象など

 個人山行

（会員の自主的な企画による山行）

1.　山スキー　御岳、白馬、妙高など残雪を求めて

2.　沢登り　　鈴鹿、奥美濃などでシャワークライム

3.　縦走山行　北・中央・南ｱﾙﾌﾟｽなど長期の山行

4.　岩登り　　御在所、城山、人工壁、各ﾛｯｸｶﾞｰﾃﾞﾝ

5.　雪山　　　西穂高、八ヶ岳、南アルプス ､上高地

6.　スキー　　スキー教室、市民大会参加

7.　全国　　　北海道 ､東北 ､四国 ､九州の山々

8.　その他　　ﾖｾﾐﾃ ､ ﾖｰﾛｯﾊﾟｱﾙﾌﾟｽ、ｶﾅﾀﾞなど

1977年5月・穂高春山合宿

2002年8月第26回「白山」市民登山

石川（白峰）～岐阜（平瀬）

1995年2月・西穂独標
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 平成 16年度年間行事

４月 西台山・妙高、火打山スキー、市民ハイキング 10月 市民登山下見、徳本峠、七面山、大杉谷
５月 尾瀬山スキー、猿ヶ馬場山、十二ヶ山、見量山 11月 大峰山系、日帰り市民登山、西台山、読図山行
６月 人形山、定光寺岩登り、利尻・礼文、鉢伏山 12月 御岳雪上訓練、忘年山行、西穂高、
７月 尾瀬下見、黒姫・斑尾山、鳥海山、鈴鹿沢登り １月 ご来光登山、谷汲山、スキー教室、ブンゲン
８月 尾瀬市民登山、摺古木山、白根三山 ２月 六甲山、北八ヶ岳、東海自然歩道
９月 五竜下見、西穂高、 ３月 ロクロ天井山、市民ハイク下見、定時総会

 平成 16年度役員名簿

会　　長　　加藤　千統
副 会 長　　渡辺　　茂
副 会 長　　磯山　　登
会　　計　　池田　成央
庶　　務　　可児　芳民　　田中　　茂
広　　報　　岩佐　太一　　日浦　若子
装　　備　　藤波まみ江
体協担当　　加藤　千統
岳連担当　　伊賀井　隆
教　　育　　渡辺　　茂

 ホームページの紹介

http://www.inuyamasangakukai.com

犬山山岳会のホームページ上で、山行計画、市民登山の案内、我々の山行記録などが見られます。是非ご

覧のおりには、ゲストブックへの書き込みもお願いいたします。
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犬 山 ソ フ ト ボ ー ル 協 会

 あゆみ

犬山市体育協会の創立５０周年の平成１６年
は、ソフトボール界にとっても大きなイベント
の年でもありました。
まず８月、木曽川緑地多目的グランドにおい
て第５９回国民体育大会ソフトボール競技の東
海ブロック予選大会が開催されました。
この大会で、愛知県は成年男子・成年女子・
少年男子・少年女子の４種目全てに優勝し、東
海ブロック代表となりました。
大会に当たっては、犬山市体育協会を主体と
した実行委員会、ソフトボール協会加盟チームの皆さんが一丸となって運営に当り、市民の皆さんのあたた
かい応援もあって、大きな成功を収めることができました。
続いて９月には、皆さんの記憶にも新しいアテネオリンピックでの日本女子チームの大活躍がありまし
た。ソフトボールに詳しくない方も、日本チームに金メダルの期待をかけ、テレビの前で鮮やかな黄色のボー
ルの行方に一喜一憂したことと思います。
振り返りますと、丁度１０年前の平成６年１１月、愛知県で開催されました「わかしゃち国体」では、犬
山市が成年男子１部のソフトボール競技会場となり、大会関係者始め市民の皆さん挙げての多大なる協力と
盛り上がりによって、このビックイベントは大成功を収めました。
現在、木曽川緑地多目的グランドに記念のレプリカが建ち、当時を思い出すことができます。
また、当時開会式で風船マスコットを演じた幼児たちは、いまでは高校生になり、パレードを盛り上げた
マーチングバンドの生徒は、社会人になっています。
このように、ソフトボールと犬山とは大変関わりの深いスポーツであり、犬山ソフトボール協会も、輝か
しいスポーツ史の節目に立会い、その責務を果たすことによって育ってきました。
犬山ソフトボール協会は、昭和５２年、故本多逸郎氏の発案により設立準備会を立ち上げ、準備会メンバー
の熱意が地域団体を動かし、「健全な精神は健全な肉体から」を合言葉に昭和５３年７月、会員８００名をもっ
て発足しました。
以来、犬山ソフトボール協会加盟チームによるリーグ戦を主体として、各種大会の開催・主管を行い今日
に至っています。
最盛期には加盟チーム数も１００余を数えていましたが、高齢化と若年世代の減少に伴って競技人口も

減少し、チームの統合・再編などもあって、現在では
３５チームとなっています。
しかしながら、７０歳代から１０代まで現役プレー
ヤーの巾は広く、明るく・元気に体力と技術力に応
じて試合を楽しみながら、真剣にプレーを行っていま
す。
平成１８年度には、犬山ソフトボール協会創立３０
周年を迎えますが、これを新たな契機として、「年齢
にかかわらず楽しめるスポーツ」「心のふれあうスポー
ツ」「感謝の心を育てるスポーツ」としてのソフトボー
ルの普及・発展を期しているところであります。
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 活動内容

「あゆみ」の中でも触れましたように、ソフトボールは年齢・体力・技術に応じてそれぞれのレベルで楽

しむことができるスポーツです。
このことから、年間を通じた「協会リーグ戦」は、チーム力に応じてA・B・Cの各リーグに分けて試合
を行うとともに、春の市民大会では投手力に差が出ない「スローピッチ・ルール」による、誰でも参加でき
る試合を男女別に開催し、秋の市民大会では本格的な「オフィシャル・ルール」により、チームの力を競う
大会としています。
また、次世代を担う選手の育成として、小学生を対象とした「少年少女ソフトボール大会」、「スポーツ少
年団ソフトボール大会」を行っています。
このほか、全尾張選手権大会を始めとする各種対外試合に代表チームを派遣してレベルアップを図ってお
ります。

 主な年間行事
犬山市内大会 協会リーグ戦（３月～１２月） 春季市民大会（４月）

スポーツ少年団ソフトボール大会（６月） 秋季市民大会（１０月）
犬山警察管内防犯ソフトボール大会(９月) 少年少女ソフトボール大会(１０月)
犬山ハーフマラソン走路員等派遣（２月） 犬山シティマラソン走路員派遣（２月）

対外試合 四市交歓体育大会（５月） 全尾張選手権大会（６月）
尾北三市二町親善大会（女子）（７月） 西尾張選手権大会（９月）
尾北三市二町親善大会（男子）（１１月） その他各種大会に随時参加

小学生

対外試合

愛知県小学生ソフトボール大会（８月）始め年間６大会に出場

審判部 高体連高校女子大会など各種大会に審判員を派遣
会議関係 総会（３月）・理事会（毎月開催）・役員会（随時開催）・評議員会（随時開催）

 審判部の活動

審判部は、日本ソフトボール協会の公認審判員で構成されています。

現在、１種から３種まで５５名が登録され、協会リーグ戦を始めとする各種大会で審判を務めるとともに、
上位級の資格獲得に向けて技能向上に努めています。
年間の審判従事数は、延６００人です。

 平成１６年度役員名簿
名誉会長 石田　芳弘 会計次長 笹倉　八郎 理　事 河村　紀一
顧　問 田中　志典 事務局長 柳見沢　正 理　事 水田　　豊
相談役 本多　逸郎 事務局次長 木下　秀男 理　事 坂梨　昭二
参　与 水野三美夫 事務局次長 保坂　　毅 理　事 伊藤　勝美
会　長 本多　克郎 審判委員長 石田　徳一 理　事 渡辺　佶子
副会長 橋本　辰彦 記録担当理事 稲田　詠二 理　事 大沢美智代
理事長 長瀬　一男 理　事 近藤　　寛 理　事 宮脇りえ子
副理事長 小川　浩史 理　事 二見　廣二 監　査 朝倉　淳夫
副理事長 仙石　金一 理　事 大泉　　勝 監　査 松浦　　功
会　計 引地　清一 理　事 松浦　清昭 　　２９名
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犬 山 卓 球 協 会
 沿革

昭和２９年　　市体育協会の発足と同時に、「犬山体育協会卓球部」としてスタート。

昭和５５年　　「犬山卓球協会」を設立。（会長：藤田正澄、理事長：小川勝広）

昭和５６年　　「犬山卓球協会婦人部」が発足、現在に至る。

 活動

毎週火曜日と木曜日の午後７時から９時まで、犬山市体育館で大勢の会員が集まって練習をしている。婦

人部の活動は毎週金曜日の午前１０時から１２時である。平成１５年度の会員は１１８名（うち婦人部４２

名、中学生３８名）であった。

練習は自由練習が中心であるが、中学生には専任コーチがついて指導している。いつも、楽しく練習する

中で技術の向上と親睦を図っている。

会員の中には、各地の大会で優れた成績を残す選手も出ており、中学生選手のよい目標となっている。

 会員の主な成績（平成１５・１６年度）

・平成１５年度西尾張卓球大会女子の部優勝（３年連続） 松田　恵

・平成１６年度四市交歓卓球大会団体戦女子の部優勝 犬山市チーム

・平成１６年度東海卓球選手権大会３０歳以上の部優勝 中村夕佳

・第７回Ｎｉｔｔａｋｕ杯ミックスダブルス優勝 小川利江・入尾範之

・第１７回中日旗・ＴＳＰ楯争奪卓球大会女子団体優勝 犬山市立東部中学校

平成１６年度東海卓球選手権大会女子
　３０歳以上の部優勝の中村夕佳選手（右）

西尾張卓球大会女子
　３年連続優勝の松田恵選手（左）

第７回Ｎｉｔｔａｋｕ杯ミックス
ダブルス優勝の小川利江・入尾範之組
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 平成１６年度役員
理 事 長 入尾　範之
常任理事 浅野　政春 松田　　博 小川登志子 渡会由貴夫
理　　事 長尾　生野 南谷　知宏 岡本　えみ 水谷ひさ子 小川　利江 石黒　聖英

長谷川登志子 島田三重子
会　　計 林　　一雄
監　　査 田中千代子

 平成１６年度の主な行事

平成１６年　５月　２日（日） 春季市民卓球大会（犬山市体育館）

平成１６年　５月　９日（日） 四市交歓卓球大会団体戦（小牧市大輪体育館）

平成１６年　６月２０日（日） 第２回藤田杯犬山オープン卓球大会

  （犬山市体育館）

平成１６年１０月　３日（日） 秋季市民卓球大会（犬山市体育館）

平成１６年１０月１７日（日） 四市交歓卓球大会個人戦（小牧市大輪体育館）

平成１６年１１月２１日（日） 第７回Ｎｉｔｔａｋｕ杯ミックスダブルス

  （犬山市体育館）

平成１６年１２月　５日（日） 第１７回中日旗・ＴＳＰ楯争奪卓球大会

  （犬山市体育館）    

平成１７年　１月　９日（日） 第１５回バタフライ・ダブルス・チームカップ

　　　　　　　　１０日（月）  犬山大会（犬山市体育館）

第１７回中日旗・ＴＳＰ楯争奪卓球大会女子団体優勝の東部中学校チーム  
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犬 山 テ ニ ス 協 会
 協会のあゆみ

犬山市内においてテニス（旧呼称は硬式庭球）の本格的な活動は非常に浅く、東洋紡等の企業内や、女性

の同好会である犬山レディーステニスクラブ等々が個々に活動されていたが、一般的な同好会活動は、昭和

５２年６月１４日、犬山市が楽田山ノ田公園内に全天候型テニスコート３面を新設したのに伴い、鵜飼茂夫

氏（犬山市木津池の上）を中心とした人々の呼び掛けにより、テニス同好会１００余人が参加し、この時設

立された犬山グリーンテニスクラブが始まりだった。

その当時、尾張地区では、まだマイナーなスポーツではあったが、その当時のテニスブームの影響もあっ

てか、犬山グリーンテニスクラブの会員数も年毎に増え続け、３００人を超すほどとなり、このころから、

犬山にもテニス協会を設立しようと言う声が高まり、昭和５５年、犬山グリーンテニスクラブが中心となり、

その当時個々に活動していた、東洋紡、村田機械、市邨学園、犬山レディース等１０団体に協力を願って、

ここに犬山テニス協会が設立された。

初代会長には、鵜飼茂夫さんが選任され、理事には小川宏嗣、清野晋八、鷲見宏治、平井至、山中正和、

大沢昌樹、長谷川仁、小島美子、佐藤清文、安永利啓、三村洋介、浜田英明の皆さんを含む１５名が選任さ

れた。

そして、昭和５６年には、正式に犬山市体育協会加盟の競技団体といて認められ、会員数も５００人以上

に増加した。

次いで、昭和５７年には、初代会長鵜飼茂夫氏が勇退され、２代目会長に小川宏嗣氏（犬山市富士見町）

が選任されて、現在に至っている。

昭和５２年犬山グリーンテニス設立時
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 主な行事や大会

犬山テニス協会の年間行事としては４月の春季市民大会、１０月の秋季市民大会を主管し、５月の初心者

テニス教室、協会杯テニス大会、９月の協会加盟団体戦、１１月の会長杯ミックスダブルス大会、２月の中
級者・初級者テニス教室を主催し、そして３月の江南市テニス連盟との定期戦、８月の岩倉市テニス協会と
の定期戦など外部団体との交流等々があります。
犬山テニス協会が主催しているテニス教室（初心者のためのテニス教室、中級者・初級者テニス教室）に
ついては、初回から好評で、毎年定員オーバーの状態が現在に至るまで続いているので当協会としても、指
導者の育成及び指導法の学習には力を入れ、講習者の指導にあたっています。

 テニス協会の役員

会　長　　小川　宏嗣

副会長　　山中　正和
理事長　　鷲見　宏治
理　事　　 杉江　正行　　平井　　至　　大沢　昌樹　　長谷川　仁　　清野　晋八　　荒木　俊定　

山下　敏弘　　大久保真一　　津志田清美　　柴田　和子　　佐藤佐代子　　梨木　政行
監　事　　浜田　英明

テニス教室風景



848484

犬 山 バ レ ー ボ ー ル 協 会

 あゆみ

バレーボールは、市体協発足時からの

種目ですが、昭和 56 年 4 月から現在の

組織となり、池田信之会長のもと「継続

とは力なり」を合言葉に会員一同力を合

わせ、24年の月日を迎えました。

昭和 59 年には協会活動の活発化を図

る為、県より派遣されたスポーツ主事の

坪内利男さんの指導により、大会運営、

講習会等も実を結びました。選抜チーム

「シャトー」も結成され、県体西尾張大

会、四市大会、県各種大会、尾張支部各

種大会に参加し、地道な活動を続けてお

ります。

現在の登録チーム数は、男子 7チーム 73名・女子 16チーム 219名の合計 23チーム 292名です。

 活動内容

◎競技委員会

各種大会を開催しております。

会長杯（男子・女子）も今年で 24回目となりました。

エナジーサポート (株 ) さんのご協力によるエナジーサポート杯Ⅴ･Ｂ大会（女子）は 12回目を迎え

ました。

前期女子親睦大会では、近隣市町との親善の為、扶桑町・岩倉市・江南市のチームを招待し友好を深

めております。

マドンナ杯女子は、永年バレーボールを続けているシニアの会員をつのり、60歳代の経験豊かなバレー

愛好者も参加し、和気合いあい、楽しくプレーしています。又、一番のお姉様には、花束がプレゼント

されます。

◎審判委員会

年 2回の審判講習会を開催しております。

主審、副審、公式記録員点示係、ラインズマン、モデルチームにと、90名の会員が 1日かけて真剣に

勉強し、講習会も 24年目となり着実に審判員が育っています。

県の審判講習会、尾張支部の講習会も勉強を続け、現在では県家庭婦人公認審判員 4名、尾張支部家

庭婦人公認審判員 3名が育ち、県、尾張支部の各種大会で活動しています。当協会の講習会では 7名が

講師となり後進の指導にあたり、大会では審判員として活躍しています。

選抜チーム「シャトー」の練習日には、審判員の指導、育成の勉強会も兼ねて励んでおります。
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 主な年中行事

（一般）
・  春季市民大会（男子、女子 1部　女子 2部）（4月）
・ 前期審判講習会（5月）
・ エナジーサポート杯（５月）
・ 男子親睦大会（6月）
・ 女子親睦大会（6月）
・ 女子会長杯（7月）
・ 後期審判講習会（9～ 10月）
・  秋季市民大会（男子、女子 1部　女子 2部）（10月）
・ マドンナ杯 (11 月 )
・ 男子会長杯（11月）
・ 女子親睦大会（11月）
（中学生）
・ 春季市民中学生大会（男子・女子）(5月 )
・ 秋季市民中学生大会（男子・女子）（11月）
（その他一般）（県大会遠征）
・ 家婦連春季大会（4月）
・ 四市大会（5月）
・ 東海ことぶき大会（8月）
・ 青年体育大会（8月）
・ 家婦連秋季大会（10月）
・ 弥生大会（3月）
・ 青年クラブカップ大会
（その他　一般尾張支部）
・ 全国ママさんバレーボール大会（5月）
・ ステップ大会（6～７月）
・ 西尾張地区大会（8月）
・ シニア大会（3月と 8月）
・ 東海大会支部予選会（9月）
・ 中京コカコーラカップ支部予選会（9月）
・ 中央大会（11月）

 友好　親善

毎年、岩倉市 (2月 ) 扶桑町 (3 月 ) 江南市 (11 月 ) の各バレーボール協会より、近隣市町親善大会の招待
があり、希望チームが 2チームずつ参加しています。更に 16年度から、名古屋経済大学同窓会会長杯ⅤＢ
大会にも招待され、役員、シャトーのメンバーが友好を深めて参りました。
子供達がバレーボールを生涯スポーツとして愛好してくれるよう願い、会員の多数がスポーツ少年団（バ

レーボール）の指導、育成に励んでおります。

 感謝と和の心

平成 13年　 柳本監督とオーキス（バレーボール教室）
平成 15年　 柳本監督と全日本女子（バレーボール教

室と紅白戦）
平成 16年　 柳本監督（バレーボール教室と講演）

縁あって犬山に３度も来ていただいた柳本監督。それ
を実現して下さった体育協会に感謝し、今後共、会員一
同和の心でバレーボールの普及発展に努めて参ります。

 役員名簿

会　　長 池田　信之
副会長・女子理事長 水野　伸子
男子理事長 田中　豊明
副理事長 金成　敏弘
会　　計 森川　幸子
書　　記 熊澤かよ子
　〃 阪口美保子
審判委員長 岡山　正子
競技委員長 日比野真代
常任理事 松山　清子
常任理事 川合　雪恵
常任理事 丹羽久美子
常任理事 江口みさ子
常任理事 伊藤ゆき子
体協理事 水野　伸子
尾張理事 (会計 ) 岡山　正子
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犬 山 バ ウ ン ド テ ニ ス 協 会

 バウンドテニスとは

「バウンドテニス」はひと言でいうならば、テニスと卓球

の競技が合成されたスポーツです。ラケットボールを原型
に、テニスと同様のルールで、狭い場所でも手軽にでき、
しかも運動量も十分あるスポーツとして、メルボルンオリ
ンピックで活躍した、レスリングのゴールドメダリスト、
笹原　正三氏が昭和５５年に考案、開発したスポーツです。
コートの広さは 3ｍ× 10ｍ、ネットの高さが 50㎝、ラ
ケットの長さが 50㎝と定められ、テニスコートの 6分の 1
の面積でプレイができ、場所を選ばないのが何よりも大き
な特色となっています。小学生から高齢者までだれでも気
軽にプレーでき、個人の体力、年齢に応じた運動量を得ることができます。

 あゆみ

昭和58年、犬山市が愛知県のトップを切って導入を図り、バウンドテニス教室が開催されました。そして、
この教室修了者などを結集して昭和５９年 4月「犬山バウンドテニス協会」が発足しました。
以降、先駆者ということから各地に指導に出掛けたり又、クラブの練習日に各地から体験者が訪れ、普及
に活躍しました。犬山から火がついたバウンドテニスが、今では愛知県下で900名ほど（協会加盟人員）となっ
ています。
当初、本会はスポーツ団体のどこにも所属せず、単独の組織でしたが、県大会などでの活躍が認められて、
平成 3年 5月、犬山市体育協会へ加盟しました。レクリエーションスポーツ部門での最初の加盟でした。
競技スポーツ一辺倒から生涯スポーツとしてのレク・スポの重要性が認識されてきたためです。

 活動内容

平成 16年 4月 1日現在の会員数は、9クラブ・87名で

あり、武道館を主な練習場として活動しています。クラブ
によって会員は4名から16名とバラツキがありますが、
曜日・午前・午後・夜とそれぞれの都合に合わせて楽し
んでいます。クラブ間交流も積極的に勧め、市内はもち
ろん市外からも多数来犬して、技術の向上と親睦に貢献し
ております。
競技スポーツと生涯スポーツの二面性を重視し、行事の内容に

もその事を配慮した企画をしています。誕生してまだ 20数年の種目
だけに、まだまだ知名度が薄く、一般市民に馴染のないことが課題。バウンドテニス教室やフェスティバル、
口コミを通じて更に仲間を増やしていきたいものです。
上部団体は日本バウンドテニス協会で、47都道府県に協会があり、日本体育協会に加盟しています。毎

年 7月に東京体育館で全国バウンドテニス選手権大会が開催され、当協会からも毎回出場しています。テニ

スや卓球経験者は非常に上達が早く、始めて 1～ 2年で全国大会優勝という実績もあります。

協会設立 20周年記念大会の様子
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 主な年間行事

〈主催・主管〉
1 第 21 回協会杯シングルス大会 4 月 18日
2 バウンドテニス教室（1） 5 月 31日
3 春季市民大会 6 月 6日
4 合同練習会（1） 6 月 13日
5 審判講習会 7 月 18日
6 合同練習会（2） 8 月 8日
7 協会設立 20周年記念大会 8 月 29日
8 バウンドテニス教室（2） 10 月 15日
9 秋季市民大会 11 月 7日
10 合同練習会（3） 1 月 23日
11 協会杯ダブルス大会 2 月 20日
〈参　加〉
1 全国大会愛知県地区大会 5 月中村 s/c
2 指導者研修会 5 月犬山
3 理事長杯ダブルス大会 6 月北 s/c
4 全日本出場者審判講習会 6 月犬山
5 第 22回全日本選手権大会 7 月東京
6 ニュースポフェス 2005in あいちプレ大会 9 月大府
7 公認審判員研修会 9 月豊山
8 公認指導員・審判員認定試験 （未定）
9 第 17回全国スポレク祭 10 月福井
10 スポーツ会館杯 10 月県スポ
11 第 13 回東海ブロック親善交流大会 10 月三重
12 愛知スポレクフェスティバル 2004 10 月大治
13 第 9回愛知県選手権大会 11 月緑 s/c
14 第 13 回テレビ愛知杯 2 月中村 s/c
15 会長杯ミックスダブルス大会 3 月中村 s/c
16 日本 BTゴールド静岡大会 3 月静岡
17 教室担当者研修会 3 月豊山
 

 役員名簿

会 長  上垣外勝安
副 会 長  宮島　啓六
理 事 長  倉田　勝子
副理事長  鈴木　愛子
会 計  水口　幸子
理 事  鈴木　　正　　伊藤カオル　　田中　雅子
代 表 者  中山　一造　　安松長寿郎　　加藤　恵子　　後藤　由子　　坂崎　汎子
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犬 山 水 泳 協 会

 あゆみ

平成５年に犬山体協と市体育指導員の一行が友好都市の立山市との交流会に参加した席上で体協役員から

「水泳協会を立ち上げてほしい」との要望が出されたのが出発点です。

数人で準備会を作り五郎丸にあった「中央プラザスイミングスクール」の会員、大口町の温水プールで講

習会を開いている「犬山マーガレットスイミングスクール」のクラブ員

、そして市内のトライアスロン愛好者の集まりである「犬山トライアスロンクラブ」が中心となって体制

ができ、平成６年に松山市長を招いて設立総会を開催し、その年に第１回のスイミングフェスティバルを開

催しました。体協に加盟を認められたのが平成７年で、それから１０年、夏の犬山市民水泳大会や、各種の

練習会、研修会、講習会等を行い積極的な活動を展開しております。

 主な年間行事

・年度会員総会（４月）

・ちびっこ水泳教室（７月）

・競技練習会

・夏季市民水泳大会（８月）

・ジャパンマスターズ水泳大会（８月）

・研修会（１０月）

・冬季市民水泳大会兼スイミングフェスティバル（１月）

・指導者講習会

・救急救命講習会

・合同練習会

 活動内容

・ちびっこ水泳教室

市民体育課の行事を引き継いで小学生児童を対象に１００名前後参加の短期教室で、全く泳げない初

心者から各種泳法をマスターした上級者までに協会のカリキュラムによりクラス分けして質の高い指導

を行っています。協会の指導員と共に国体級の選手の支援を受け楽しく、早く上達することを目標にし

ています。

・夏季市民水泳大会

小学生から高齢者までの市民を対象にした競技大会で毎年８月の最終日曜日に開催しておりました

が、昨年から市民プールの使用期間が短くなったため第３日曜日になりました。競技種目は５０ｍ、

１００ｍの自由形、背泳ぎ、平泳ぎ、バタフライと２００ｍ個人メドレー、そして２００ｍのメドレー

リレー、フリーリレーです。区分は小学生、中学生、高校生と一般は１０歳刻みの年齢別競技となって

おります。毎年多くの大会記録が塗り替えられるほどレベルも高く、各種の大会で入賞する選手も輩出

しております。大会の悩みは真夏の屋外プールのため、中高年の女性の参加者が少ないことで、早く室

内競技プールの建設が待たれます。
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・スイミングフェスティバル

毎年冬季の市民水泳大会としてフィットネス「フロイデ」の温水プールで開催しております。「フロイ

デ」の運営上、協会が使用できる日はプールが休みとなる月曜日に限定されるため１月の成人の日（１

月の第２月曜日）に開催が決まっております。

「フロイデ」の温水プールは２５ｍの短水路でコース数も少なく、水深が浅いため公式の競技ができ

ず、記録会として開催し、より多くの市民に楽しんでもらうため水中ゲーム（ボール投げ、４分間リレー、

宝捜し、水中綱引き等）も取り入れて幼児から高齢者まで楽しめるフェスティバルとしております。

 課題

・ 水泳はきちんとした指導者と温水プールがあれば０歳児から高齢者までいつでも行える唯一の健康的な

スポーツです。しかし当犬山市の場合、その施設は近隣市町に比べて大きく立ち遅れています。選手の

育成、指導はもとより高齢化社会における健康志向の水泳愛好者に応えることができません。総合体育

館とともにぜひ温水プールを早期に建設し、犬山市のスポーツ振興に寄与していくことが重要です。

・ 長い歴史を数える四市交歓体育大会ですが、例年５月の日曜日に開催されています。しかし各市もプー

ル事情に夫々の制約があり、特に当市では施設に問題があって積極的に開催を推進できない状態です。

四市の水泳協会とも連携して、早い時期に水泳競技も四市交歓体育大会として開催できるよう努力して

いく計画です。

 役員名簿

顧　問 荻田　誠一
相談役 久保田カヨ子
会　長 伊藤　敏彦
副会長 宮地　瑛子
理事長 森　　幹雄
副理事長 横田　幸男
会　計 平山　敦子
監　事 渡辺　康成　　伯耆　睦男
体協理事 亀井　健二
理事（ＳＣ代表） 足立美津子　　亀井　健二　　竹島　正美　　林　　桂子
理事（個人会員代表） 岡本　晴美
理事（組織担当） 奥村まゆみ
理事（中学生担当） 鍵野　英夫
理事（競技大会担当） 日下部和朗
理事（広報担当） 竹本　　均
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犬 山 グ ラ ウ ン ド ・ ゴ ル フ 協 会

 グラウンド・ゴルフの紹介

グラウンド・ゴルフは、ゴルフをアレンジしたスポーツとして昭和 57年に鳥取県泊村が文部省の生涯ス

ポーツ推進事業の一環として、開発研究に取り組み誕生したものです。いつでも、だれでも、どこでものス

ローガンの下に、広く全国に普及し、子供から高齢者まで幅広く愛され、現在では約 100 万人の愛好者に

親しまれています。専用のクラブ、ボール、ホールポスト、スタートマットを使用して、ゴルフのようにボー

ルをクラブで打ち、ホールポストにホールインするまでの打数を競います

 グラウンド・ゴルフ協会のあゆみ

1983（昭和５８）　　日本グラウンド・ゴルフ協会設立

1988（昭和６３）　　愛知県グラウンド・ゴルフ協会発足

1994（平成６）　　　犬山グラウンド・ゴルフ協会創立（会員 167人）

1997（平成９）　　　犬山市体育協会に加盟承認

2004（平成１６）　　犬山グラウンド・ゴルフ協会創立 10周年記念大会・式典

　　　　　　　　　　・記念誌発刊（会員 491人）
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 年間事業

市関係行事
　　　　　春季会長杯大会（４月～ 5月） 犬山緑地
　　　　　春季市民大会　 （５月） 犬山緑地
　　　　　スポレク予選会（７月） 犬山緑地
　　　　　秋季会長杯大会（９月） 犬山緑地
　　　　　秋季市民大会 　（11月） 犬山緑地
　　　　　会員親睦大会 　（３月） 栗栖園地
県関係行事
　　　　　県会長杯大会　（５月）
　　　　　県理事長杯大会（11月）　　　
　　　　　スポレク祭（9月・11月）
　　　　　東海四県大会（５月）
全国大会
　　　　　全国交歓大会
　　　　　全国スポレク祭
　　　　　全国健康福祉祭（ねんりんピック）

 役員（平成１６年現在）

本部役員

・会　長　　紀藤　公二
・副会長　　松浦　一郎
・理事長　　岡田　俊三
・副理事長　中村　幸夫
・会　計　　小泉　町子
・理　事　　古川　和子　　三輪　征子
・監　事　　日比　勇治　　岩田　春男
・顧　問　　仙田　逸二　　宮島　　完

 クラブ役員
NO クラブ名 人数 正理事 副理事 代議員
1 キャッスル 42 今 井 　 伸 枝 江 口 　 福 子 野 村 　 義 隆
2 しろひがし 50 大 神 九 州 男 内 田 　 栄 一 渡 辺 　 達 也
3 日 の 出 27 岩 田 　 春 男 松 下 　 草 男 押 野 　 勝 子
4 橋 爪 中 31 宮 田 　 勇 三 日 比 　 勇 治 大 川 　 一 幸
5 新 　 聖 26 和 泉 　 好 雄 青 木 　 　 勉 遠 藤 　 初 美
6 城 　 南 34 庄 司 　 　 旬 織 田 　 順 光 一 色 　 四 郎
7 婦 人 会 37 宮 田 　 　 幸 古 川 　 和 子 玉 野 　 広 子
8 前 　 原 31 小 川 　 義 一 鈴 木 　 　 滋 林 　 　 弘 子
10 体育指導員 2
11 善 師 野 19 日 比 野 恵 二 吉 田 　 勇 次 前 田 　 　 均
12 スピリット 24 辻 井 　 豊 治 富 塚 　 　 貢 高 橋 　 　 明
13 橋 爪 上 29 遠 藤 　 釞 雄 河 合 　 芳 夫 吉 川 　 恵 三
14 時 迫 間 34 渡 辺 　 勇 二 田 村 　 吉 弘 大 池 　 啓 夫
15 樂田クラブ 28 伊 藤 　 康 正 服 部 　 邦 生 桜 井 　 邦 昭
16 ピーチーズ 18 水 野 　 幸 雄 牛 田 　 秀 男
17 栗 　 栖 18 川 治 　 立 身 長 瀬 　 哲 夫
18 羽黒遊々会 41 奥 田 　 清 二 古 野 　 弘 之 後 藤 　 鉦 治
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犬山空手道会

 あゆみ

健全なスポーツ空手を目指して開設した犬山空手教

室は、今年で２４年目を迎えました。結成当時は、わ

ずか１４名の子ども達だけのスタートでしたが、その

後少しずつ人数も増え、今では１００名余の団員を抱

える教室にまで成長しています。

空手の稽古風景を見学していた保護者の中に「私も

やってみよう！」という声が挙がり、平成１１年には「犬

山空手道会」を発足し、犬山市体育協会に加盟する運

びとなりました。

現在は、会員約２０名、武道館で週１回の稽古を行っ

ています。

今後も日本の伝統武道を通して青少年の健全育成と共に、私達自身の健康維持・促進に役立てていきたい

と考えています。

 活動内容

毎年、３月に総会を開き、年間事業計画に基づいて活動を推進している。

○春季犬山市民空手道大会参加・運営・支援（審判）
市民の体力づくり、空手道の普及、及び技術の向上を目標として実施している。市内の児童・生徒、在

住・在勤の一般、または犬山市スポーツ少年団に所属している約１００名の参加を得て、空手形・組手試

合を行っている。

○四市交歓体育大会（空手競技）参加・支援（審判）
小牧市で行われた第４９回大会では、組み手の部で優勝、空手形の部では準優勝、総合で第１位の好成

績を収めることができた。

○夏の合宿参加・支援
犬山空手教室との合同合宿を毎年八曽の里（岐阜県）で行ってきたが、今年は会場の都合でデイキャン

プ（昭和村）に変更して実施した。空手の稽古の他に小学生から大

人までの親睦を目的としている。

○ 四市（犬山・江南・岩倉・小牧）少年少女空手道大会

運営・支援（審判）
春季犬山市民空手道大会で選抜された代表選手が参

加する。会場は持ち回りで１７年度は犬山市が会場市

となり、その運営や支援にあたる。

○尾張西部空手道大会参加・支援（審判）
毎年、岩倉市総合体育文化センターを会場として６月に実

施される。犬山市からも小学生から大人まで約３０名が

参加し、例年好成績を収めている。

犬山市民空手道大会「開会式」

組手試合「エイ！ヤー！」
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○犬山空手教室演武会参加・支援（審判）
１年間の練習成果を保護者や地域のみなさんの前で発

表する。主な演武内容は、空手形、組術、古武道（棒、

ヌンチャク、サイ、鎌、トンファーなど）形、組術、試割、

組手試合などをそれぞれの技能（色帯）別や学年別に実

施している。

○岩倉市民武道大会支援（審判）
愛知県下の各道場（約５０団体）から、小学３年生以

上中学生までの選手５００名以上が参加して行われ、レ

ベルの高い大会としても知られている。犬山市からは毎

年３０名前後の選手が参加し、好成績を収めている。

○寒稽古への参加と支援
１月の第２日曜日に初稽古を兼ねて毎年丸山学供で行っている。空手の基本や形の稽古をした後、ラン

ニングをしながら針綱神社と成田山にお参りし、１年間の健康と安全と空手の上達を祈願する。丸山学

供では、父母の会の役員さん達が心をこめて作られた熱々の豚汁とおにぎりをいただき、「今年も頑張ろ

う！」と心を新たにする。

 研修内容

○審判研修会
（財）全日本空手道連盟競技規定に基づいて、ルールの学習会や実技研修会を年３回実施し、審判技術

の向上に努めている。

○月例研修会
毎月、第１土曜日の稽古の後、お茶を飲みながら空手談義と親睦を目的として行っている。和やかな雰

囲気の中での語らいは、空手仲間の楽しみのひとつである。

○研修旅行
年１回、１泊２日の研修旅行をしている。今年は、長谷川流棒術を継承してみえる長谷川秀子氏宅（奈

良県柳生の里）を訪ね、宗家のルーツ等について色々とお話を伺った。帰路につく間際には、高齢にも拘

わらず秀子氏自らが杖の形「水引」を解説付きで演武され、私たちは感銘を受けた。

 役員名簿（犬山空手道会）

役　　員 氏　　　名

会　　長 浦本　直記

副 会 長 岡　　重行

理　　事 服部　邦彦　　長谷川直人
西野　輝一

事 務 局 加藤　元子

会　　計 栫　　満博

体育協会理事 浦本　直記

寒稽古「針網神社までファイト！」

研修旅行「柳生の里を訪ねて」



949494

犬 山 ペ タ ン ク 協 会

 “ペタンクとは老若男女問わず楽しめるゲーム”

ペタンクとは単純そのもので、初心者でも第一投から心おきなく楽しめる。

ゴルフとペタンクをちょっぴり比較して見ると、ゴルフは個人プレーだが、ペタンクは一般的にダブルス

（２名）かトリプルス（３名）で１チームとして競技する。相手のボールに触れてはならないゴルフに対し

て、ペタンクでは相手の邪魔なボールを容赦なく打ち飛ばすことができる。ゴルフボールはほぼ統一（直径

４２．６㎜以上重量４５．９ｇ以下）されているが、ペタンクは自分の体に合わせて（直径７０．５～８０．０

㎜重量６５０～８００．０ｇ）選ぶことが出来る良さがあります。

 あゆみ

平成１０年に犬山ペタンク同好会を結成、約１５名ほどの会員が、するすみ公園、山の田公園で活動して

きました。

平成１２年４月１日犬山市体育協会に加盟団体として犬山ペタンク協会を認めていただきました。犬山市

体育協会主要行事に参加、犬山ペタンク協会には皆様のご支援と協力を得ながら、するすみ公園で活動して

います。

 活　動

活動としては、犬山市民大会と定例カップ大会を中心に年４～５回の大会活動をしています。毎週水曜日

と木曜日午後１時３０分より、するすみ公園で参加人数によってトリプルス（３人・６球）、ダブルス（２人・

６球）の２・４または６チームに分かれ楽しく練習をしています。

愛知県ペタンク協会主要行事として年間１２～１４回の大会が開催されています。このうち、２大会の運

営スタッフとして運営に携わっております。
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開催月 大会名 開催場所 開催月 大会名 開催場所
４月 愛知選手権 刈谷駅南Ｇ ９月 Ｎ・Ｓ・Ｆ 大府横根Ｇ
５月 ねんりん（愛） 熱田公園Ｋ 10月 小牧ペタンク 小牧南ＳＣ
５月 ねんりん（名） 瑞浪公園Ｋ 11月 初心者親睦 豊川公園
６月 南区大会 三井Ｇ 12月 干支取ペタンク 瑞穂公園Ｋ
７月 日選手権（予） 名状公園Ｈ ２月 シニアペタンク 美浜Ｇ
８月 なごやカップ 瑞穂公園Ｒ 10月 スポレク 熱田公園Ｋ
８月 東浦大会 東浦北部Ｇ

上記以外にもペタンク月例親睦大会が毎月１回名城公園を中心に刈谷、東浦、美浜、知立等の大会にも参

加している。

 会員名簿

協会役 氏　　　名 備　考

 浦野　　章
会　計 大竹恵美子
理　事 小川　種子　　岡田　昌子 指導員
 掛札　すう
 片山　鈴子 指導員・審判員
監　事 木村　秀子　　菅　　　誠
会　長 杉本　安久 指導員
 関屋　幸夫
 林　　嘉門 指導員・審判員
理　事 舟橋　英子　　加茂　秀夫
 古谷　恭子　　保浦　鈴子 指導員



編　集　後　記

昭和２９年、犬山市制とともに設立された犬山市体育協会も５０年という節目を迎え、これま

での歴史を形にして長くとどめ、その存在意義を改めて確認できたらと記念誌「５０年のあゆみ」

を発行することになりました。「体協３５年のあゆみ」を発行した経緯もあり、以後の１５年に主

力を置いて作成いたしました。

今日では当たり前のように存在している体育協会ですが、５０年という歴史を掘り起こしてい

くうちに本当に多くの方々が携わられたことを知り、その重さを今更ながら痛感することとなり

ました。特に設立にあたっては生みの苦しみと申しますか、かなりの苦労があったとお聞ききす

るに及び、当時の状況を思いますとただ頭が下がるばかりです。そんな苦難をものともせず乗り

越え設立に至ったのは、他ならぬ先人諸氏の何としてでも立ち上げようとする強い『志』があっ

たからではないでしょうか。

こうして刻まれた熱い『志』を受け継ぎ、未来に向け時の流れに的確かつ柔軟に反応できる組

織として今後の歴史を築いていければと思っております。

最後に、編集にあたっては体協役員、各団体役員はじめ、関係者の方々に多大なるご協力をい

ただき深く感謝しております。また関係各位だけでなく市民の皆様がこの冊子を手にされ、体協

とスポーツに興味を持っていただければ幸いです。

犬山市体育協会　広報委員会
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